
井の頭線
（5分）

京王線
（8分）

井の頭線（10分）

のりかえ

井の頭線（13分）

徒歩
（7分）

高
千
穂
大
学

西永福 明大前

吉祥寺

新宿

渋谷

●中央線

●山手線　●埼京線
●中央線　●総武線
●地下鉄丸ノ内線

●山手線
●東急田園都市線
●東横線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   （新宿駅からの場合は、明大前のりかえ）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで10分
■西永福駅から本学まで徒歩7分

ACCESS

9号館

4号館

1号館
守衛所

5号館

2号館

8号館

弓道場

7号館

3号館

学風の碑

幼稚園舎

勧学の碑

セントラルスクエア

武道場
（杉並区指定有形文化財）

正門

MAP
新体育館建設中

本学は、平成5年（1993）に大学基準協会の正会員となり、平成
15年（2003）に相互評価を受け適合、さらに平成22年（2010）
に全大学に対し義務付けられている認証評価を受審いたしました。
その結果、本学は、理念・目的の実現に向けた改善・改革の努力を
実践し、大学としてふさわしい教育・研究の要件を備えている大学
として、同協会の大学基準に適合していることを認定されました。

発行責任者：浅見雅郁　発行：高千穂大学
〒168-8508 東京都杉並区大宮2-19-1　

TEL 03-3313-0276  MAIL koho@takachiho.ac.jp 
発行日：平成29年5月19日　無断転載・複製不可
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45号
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start!
 

新学期
始動！

今
、
新
し
い
世
界
へ
の
扉
が
開
く

2017
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観
光
客
は
夜
ど
こ
へ

先
輩
か
ら
の
必
見
ア
ド
バ
イ
ス
＆

入
学
式
の
様
子
を
紹
介
！

街
で
多
く
の
外
国
人
観
光
客
を
見
か
け

る
の
に
も
慣
れ
て
き
た
。
昨
年
は
過
去
最
高

の
2
千
4
百
万
人
の
訪
日
客
が
あ
っ
た
が
、

統
計
上
少
し
奇
妙
な
現
象
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
観
光
庁
が
3
月
に
発
表
し

た
訪
日
客
は
対
前
年
22
％
増
で
あ
る
が
、
外

国
人
宿
泊
者
数
は
対
前
年
8
％
増
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
訪
日
客
が
大
幅
に
伸
び
て
い
る
の

に
、
外
国
人
宿
泊
者
数
が
あ
ま
り
伸
び
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

観
光
客
は
夜
ど
こ
に
消
え
る
の
か
。
一
つ

は
、
民
泊
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
で
の
宿

泊
、
さ
ら
に
空
港
の
ロ
ビ
ー
で
一
夜
を
明
か

す
と
い
っ
た
宿
泊
統
計
に
反
映
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
原
因
ら
し
い
。

ま
た
、
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
訪
日
客
の
増
加
も

影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。
彼
ら
は
港
に
朝
到

着
し
、
日
中
は
観
光
等
を
行
い
、
夜
に
は
船

に
戻
る
と
い
う
行
動
を
と
る
。
つ
ま
り
、
宿

泊
は
す
べ
て
船
の
中
で
あ
る
。
日
本
で
一
番

寄
港
数
が
多
い
博
多
港
は
、
昨
年
約
3
0
0

隻
が
来
港
し
た
。
一
度
に
数
千
人
の
乗
客
が

来
る
の
で
、地
元
へ
の
影
響
も
大
き
い
よ
う
だ
。

「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
未
来
白
書
2
0
1
6
年

版
」
に
よ
る
と
、
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は

約
2
千
3
百
万
人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
日
本

は
約
24
万
人
と
極
め
て
小
さ
い
。
ま
た
、
日

本
人
の
70
%
以
上
の
人
が「
ク
ル
ー
ズ
に
参

加
し
て
み
た
い
」
と
考
え
て
い
る
が
、
参
加

経
験
の
あ
る
人
は
14
%
に
過
ぎ
ず
、
参
加
経

験
者
は
圧
倒
的
に
60
歳
以
上
が
多
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
今
後
、
多
く
の
観
光
客
を
迎
え

入
れ
る
に
あ
た
り
、
我
々
日
本
人
も
ク
ル
ー

ズ
を
も
っ
と
経
験
し
て
お
い
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

商
学
部

嘉
瀬 

英
昭 

教
授

TAKACHIHO

Visionary
Leader’s
［ Vol.11 ］
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TAKACHIHO Visionary Leader’s　嘉瀬 英昭 教授

新学期始動！ 2017
ようこそ、高千穂大学へ／入学式
新入生の抱負／在学生からの勧め
ありがとう。高千穂大学体育館

2

3

4
6
8
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Interview 
染葉 芳則／山本 三椎彦 16

ご当地自慢 ～青森編～ 17

CLUB ACTIVITIES ◉アメリカンフットボール部 18

News & Information・編集後記 19

新任教員・事務職員ご挨拶 10

ゼミナール紹介  ◉庄司ゼミ  ◉小林ゼミ 12

就職活動情報局 14

ハンボルト大学 短期留学レポート 15

商学部　マーケティングコース　2年
東京都立千早高等学校出身
染谷ゼミ、フットサル愛好会、
高千穂祭実行委員会

梅原 瑚々

春学期の準備、
できましたか？

い
よ
い
よ
春
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
入
生
に
と
っ
て
は
友
達
、先
生
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、

授
業
、部
活
・
サ
ー
ク
ル
、先
輩
や
O
B
O
G
な
ど

出
会
う
も
の
す
べ
て
が
初
め
て
。

新
し
い
環
境
に
一
日
も
早
く
慣
れ
て
、

大
学
生
活
を
楽
し
も
う
！

新学期
始動！
2 0 1 7

  T
AKACH IHO  UN IVERS ITY　　　

　
　

高千穂大学 〈平成29年度〉
父母の会  黎明  役員総会報告

ようこそ、高千穂大学へ／入学式
理事長・祝辞／学長・ご挨拶

PART_01

新入生の抱負
～大学で叶えたい夢～

在学生からの勧め
～学生生活のアドバイス～

PART_02

ありがとう。
高千穂大学体育館

PART_02



42017/5  Vol.622017/5  Vol.625

祝　

入
学

―
伝
統
校
の
継
承
を
期
待
―

ご
入
学
に
際
し
て

　
大
学
学
部
生
６
１
６
名
、
大
学
院
修
士
課

程
院
生
31
名
、
御
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
の
御
入
学
に
際
し
、
お
祝
い
の

意
味
を
込
め
て
３
点
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　
ま
ず
第
１
は
、
既
に
多
く
の
新
入
生
の
皆

様
は
御
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、本
学
は
、

明
治
36
年（
１
９
０
３
年
）創
設
者
川
田
鐵
彌

先
生
に
よ
り
高
千
穂
尋
常
高
等
小
学
校
が
開

設
さ
れ
て
以
来
、本
年
、学
園
創
立
１
１
４
周

年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
は
こ
の
伝

統
校
高
千
穂
学
園
の
継
承
者
で
も
ご
ざ
い
ま

す
。と
こ
ろ
で
、皆
様
方
は
、本
学
に
お
け
る

勉
学
を
通
じ
、
人
間
的
に
も
さ
ら
な
る
成
長

を
遂
げ
ら
れ
る
も
の
と
御
祈
念
致
し
て
お
り

ま
す
が
、皆
様
方
の
成
長
は
、皆
様
方
に
と
り

第
一
義
的
目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、こ
の
こ
と

こ
そ
が
本
学
の
社
会
的
評
価
と
な
る
こ
と
も

改
め
て
ご
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
２
は
、
上
述
に
み
る
皆
様
方
の
学
問
的

か
つ
人
間
的
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
成
長

要
因
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
学
創
立

者
に
み
る
「
建
学
の
精
神
・
教
育
理
念
」で
あ

る
「
学
風
の
指
針
」が
「
常
に
半
歩
先
立
つ
進

　
新
入
生
諸
君
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
父
母
・
ご
家
族
の
皆
さ
ま
、
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
４
年
間
の
大
学
生
活
に
向
け
て

期
待
と
共
に
不
安
な
気
持
ち
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
教
職

員
が
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
先
輩
た
ち

も
支
援
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
諸
君
が
４
年
生
と
な
る
夏
休
み
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
回
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
数
年
間
で
、
我

が
国
は
首
都
圏
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

を
遂
げ
ま
し
た
。
新
幹
線
や
高
速
道
路
が
初

め
て
で
き
た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。
今
回
も

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も

と
、
劇
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ

な
発
展
・
変
化
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
東
京

で
大
学
生
と
し
て
変
化
を
見
届
け
つ
つ
大
学

生
活
を
送
れ
る
と
い
う
の
は
、
他
の
世
代
に

は
な
い
皆
さ
ん
の
特
権
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
新
入
生
諸
君
に
、
３
つ
こ
と
を
伝

え
ま
す
。
ま
ず
、第
１
は
、休
ま
ず
授
業
に
出

席
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
生
活
の
リ
ズ
ム
を
乱
す
よ
う
な
ア

ル
バ
イ
ト
を
せ
ず
、
授
業
へ
の
出
席
を
最
優

先
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
授
業
で

歩
性
」と
い
う
こ
と
は
既
に
御
存
知
の
こ
と

と
拝
察
致
し
ま
す
。
こ
の
「
常
に
半
歩
」こ
そ
、

私
達
人
間
に
共
通
し
た
成
長
要
因
、
す
な
わ

ち
、
日
々
自
ら
に
付
与
さ
れ
た
社
会
的
役
割

の
遂
行
と
継
続
・
蓄
積
を
意
味
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
学
部
生
、
大
学

院
生
と
し
て
、
改
め
て
現
在
自
ら
に
付
与
さ

れ
て
い
る
大
学
生
、
大
学
院
生
と
し
て
の
社

会
的
役
割
を
遂
行
し
、
か
つ
継
続
・
蓄
積
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
成
長
し
て
頂
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
第
３
は
、
こ
の
自
ら
の
成
長
を
遂

げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
々
の
到
達
目
標

と
さ
れ
て
い
る
職
業
に
就
か
れ
る
と
同
時
に

卒
業
（
学
部
生
）・
修
了
（
大
学
院
生
）の
日
を

迎
え
ら
れ
、（
１
）「
入
学
」、（
２
）「
就
職
・
就

社
」そ
し
て
（
３
）「
卒
業
・
修
了
」と
い
う
大

学
・
大
学
院
時
代
に
お
け
る
「
三
つ
の
節
目

か
つ
、
お
祝
い
の
日
」を
実
現
し
て
頂
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
日
々
の
役
割
遂
行
は
、
人
間
と
し
て
当
然

の
行
為
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
然
と
は
言
え
、

時
に
不
安
、
苦
悩
・
怠
惰
・
油
断
等
継
続
性
が

と
だ
え
か
ね
な
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
時
に
は
創
立
者
川
田
先
生
の
「
常
に
半

歩
」を
自
ら
の
行
動
原
理
と
し
奮
起
し
て
頂

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
と
同
時
に
常
に
皆
様

方
の
成
長
を
見
守
ら
れ
て
い
る
御
父
母
の
笑

顔
を
思
い
浮
か
べ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

平
成
29
年
４
月
４
日

は
集
中
し
て
内
容
を
理
解
し
よ
う
と
心
掛

け
て
下
さ
い
。
こ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

能
力
で
は
な
く
、
習
慣
の
問
題
で
す
。
こ
の

習
慣
が
、
最
終
的
に
は
主
体
的
な
学
び
へ
と

つ
な
が
り
、
就
職
活
動
や
卒
業
後
社
会
人
に

な
っ
た
時
に
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。

　
安
定
し
た
大
学
生
活
を
確
立
し
た
う
え
で
、

２
つ
目
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
自
分
の
活
動

範
囲
を
広
げ
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
何
か
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
実
践
に
移
し
、
周
囲
と
の
接
点
を
も

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、視
野
も
広
が
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
培
わ
れ
ま
す
。
学
内
活

動
で
は
、
自
分
に
合
っ
た
課
外
活
動
を
見
つ

け
て
参
加
す
る
こ
と
を
一
案
と
し
て
薦
め
ま

す
。
他
に
「
資
格
取
得
」「
ゼ
ミ
活
動
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」「
留
学
」等
に
力
を
入
れ
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
３
番
目
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
皆
さ
ん
が
頑

張
っ
て
成
長
す
る
こ
と
が
周
り
の
人
た
ち
を

幸
せ
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
ほ
し

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
創
設
者
・
川
田
鐵
彌

先
生
は
、
生
前
「
自
分
よ
り
知
徳
の
勝
れ
た

人
の
出
る
事
は
、
教
育
の
楽
し
み
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
諸
君
の
成
長
を
私
た
ち

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

諸
君
の
成
長
が
諸
君
の
御
父
母
を
幸
せ
に
す

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
人
の
人
生
を
80
年
と
す
れ
ば
、
大
学
の
四

年
間
は
、
20
分
の
１
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
将

来
に
深
く
影
響
し
ま
す
。
こ
の
高
千
穂
大
学

で
の
四
年
間
が
楽
し
く
有
意
義
な
期
間
と
な

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

ようこそ、高千穂大学へ

新学期
始動！
2 0 1 7

ENTRANCE CEREMONY

入学式
平成29年度入学式は桜が咲いた4月4日に行われ、

学部生616名、大学院生31名の計647名の新入生を迎えました。

理
事
長  

藤
井  

耐

学
長  

笹
金 

光
徳

商学部　金融コース　3年
神奈川県立住吉高等学校出身
楠美ゼミ

加内 菜摘

PART_01 PART_01
新体育館で
初の入学式！

緊張していますが、
凛々しいですね

商学部　マーケティングコース　4年
東京都私立中央学院大学中央高等学校出身
新津ゼミ、学友会本部、高千穂祭実行委員会

土信田 幸太
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経営学部　経営学科　1年
東京都私立目黒学院高等学校出身

佐伯 知郎

経営学部　起業・事業承継コース　3年
東京都私立昭和第一高等学校出身
川名ゼミ、体育会本部、バドミントン愛好会

西山 貴大
私は5歳の時にマジックと
ジャグリングに出会いまし
た。将来はエンターテイ
ナーとしてたくさんの人を
楽しませたいです。

大学で部活？と思うかもし
れませんが、心身共に鍛え
られた人間は魅力的です。
迷ったらクラブハウスにあ
る部室のドアを叩いてみよ
う！みんな待っています！

経営学部　経営学科　1年
東京都立永山高等学校出身
中山ゼミ

城石 龍汰

商学部　会計コース　3年
東京都立足立高等学校出身
後藤ゼミ、漫画研究会

吉田  剛

経営学部　経営学科　1年
長野県立岡谷南高等学校出身
小林ゼミ

小口 幹太

商学部　会計コース　3年
埼玉県私立細田学園高等学校出身
石井ゼミ、アメリカンフットボール部

中野 未優
将来の職業を考える機会があり、
その結果、私は消防士を目指す
ことにしました。「人を救いたい」
という強い気持ちで社会に貢献
したいと考えています。

大学には個性的な人がとても多
いです。部活やサークルではそ
んな人たちとコミュニケーショ
ンをとり、社交性を養えますよ！

目標は受験生の時から考えてい
ました。自分でも高い目標だと
思いますが、それを有言実行す
ることで、大学生活を充実させ
たいです。

資格は将来、自分の武器になり
ます。1つでも身につけておけば、
就職活動などで有利になります
よ。早いうちからチャレンジし
てみよう！

PART_02PART_02

抱
負

新入生

新学期
始動！
2 0 1 7

経営学部　経営学科　1年
東京都立府中工業高等学校出身
中山ゼミ

勝見 仁泰
実家が八百屋なので、小さ
い頃から食に興味がありま
した。将来は日本食や日本
の安全な食べ物を、世界に
発信する事業に関わりたい
です。

経営学部　企業経営コース　3年
東京都立練馬高等学校出身
河合ゼミ、体育会本部、和弓部

片岡 直之
体育祭、六月祭、高千穂祭
などさまざまな行事が開催
されます。色々な出会いが
あり大学生活が楽しくなり
ます。みんなで参加しよ
う！

N E W  s t u d e n t sE N R O L L E D  s t u d e n t s

新入生新入生

新入生 新入生在学生

在学生

在学生

入学後

高千穂大学で
叶えたい夢

経営学部の新入生の皆さんから、
希望にあふれた夢ある抱負を

聞いてみました。
みなさん、ゴールに向かって

頑張りましょう！

先輩から

学生生活の
アドバイス

大学生活を充実させる方法を
知っていますか？

それは先輩に聞くこと！です。
各方面で活躍している先輩から
アドバイスを頂きました。

勧
め

か
ら
の

の

経営学部　経営学科　1年
東京都立桜町高等学校出身
竹内浄ゼミ

飯田 夏海
高校の友人とバンド活動を
しています。バンドの全国
ツアーと大学で学んだ経営
学の知識で、ライブハウス
の経営に携わることが目標
です。
　バンドのTwitter
@kyoka_girls、
@Mr_Girl4

商学部　金融コース　3年
東京都立府中高等学校出身
楠美ゼミ、美術部、ゼミナール連合本部

進藤 まどか
留学は異文化を身近で感じ
ことができます。現地で交
流することで、自分の幅を
広げることができます。日
本に帰国すると、自分の成
長を感じられます。

在学生

在学生
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ありがとう。高千穂大学体育館

■

1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
）5
月　

高
千
穂
学
園
創
立
70
周
年

■

1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
）11
月

創
立
70
周
年
記
念
体
育
館（
旧
8
号
館
）着
工

■

1
9
7
4
年（
昭
和
49
年
）12
月

創
立
70
周
年
記
念
体
育
館（
旧
8
号
館
）竣
工

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
下
1
階
地
上
2
階
建
、
延
2,
2
6
0
㎡

外
部
の
屋
根
・
壁
面
は
A
L
C
版
の
レ
ー
ベ
ル

で
囲
い
、
内
部
は
入
り
口
の
ピ
ロ
テ
ィ
、
1
階

の
競
技
場
や
2
階
の
球
技
場
は
照
明
設
備
や

球
技
、
体
操
等
に
必
要
な
設
備
が
完
備
さ
れ
、

館
内
放
送
設
備
に
は
特
別
工
事
を
施
し
、
当

時
と
し
て
は
近
代
的
体
育
館
で
あ
っ
た
。

■

2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）8
月

旧
1
号
館
解
体
工
事
着
手

■

2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）12
月　

旧
1
号
館
跡
地
に
新
体
育
館
着
工

■

2
0
1
7
年（
平
成
29
年
）1
月

旧
1
号
館
跡
地
に
新
体
育
館
竣
工

■

2
0
1
7
年（
平
成
29
年
）1
月

創
立
70
周
年
記
念
体
育
館（
旧
8
号
館
）解
体

工
事
着
手

■

2
0
1
7
年（
平
成
29
年
）9
月

　

新
7
号
館
・
外
構
、
お
よ
び
東
側
広
場
完
成
予
定

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
計
画
完
了
へ

TAKACHIHO   MEMORIES

高千穂大学と
体育館の歩み

1971年度卒 教員

2013年度卒

在学生

同窓会事務局長

後藤 栄造

入試広報部入試課

山本 純也

人間科学部　教授

新井 健之

人間科学部　人間科学専攻　4年
東京都立王子総合高等学校出身
迫ゼミ、体育会本部、排球部

養田 かれん

体育館は学園創立70周年記念事業
として昭和49年に完成し、体育の授
業やクラブ活動の他に、入学式・卒
業式、入学試験会場、高千穂祭のコ
ンサート等で1年中利用されました。思い出深いのは入学
式・卒業式や入学試験会場の際、広い体育館は非常に寒く、
暖をとるために何台ものストーブを朝早くから焚いたり
するのが必要だったため、準備はとても大変でした。新体
育館は冷暖房付で会場の席は電動式移動観覧席が設けら
れる等、最新施設で当時と隔世の感が有ります。

私は在学中スキー部に所属し、練
習で体育館を使用していました。普
段の練習はもちろんのこと、冬の合
宿で一緒に活動をする他大学の学生
と合同で年に一度、球技大会なども行い、学生時代の思い
出には欠かせない体育館でした。新体育館が完成し、より
一層綺麗＆便利になった体育館をスキー部等の体育会系
の部活やサークルはもちろんのこと、色々な学生にも使っ
てもらい、学生時代の良い思い出の1つにして頂きたいと
思います。

　初めて体育館の2階に上がった時、
そのデザインの斬新さに驚きました。
2つの長方形が長辺でずれて重なる
形状、今までに見たこともないフロ
アーの形状でした。しかし、天井の高い体育室や体育倉庫、
館内と館外の両方の出入口がある体育教官室、雨の日でも
濡れない玄関前ピロティー、両側から2階に上がれる構造
など、改めてお世話になった体育館を思い出すと、奇抜さ
だけではなく、立地なども考慮した理にかなったデザイン
性だったと感じました。

　入学当初、知り合ったばかりの友
達と排球部の見学に行きました。多
くの仲間と出会えたこと、一緒に見
学に行った2人の友達は、今では1番
の友達になったことなど、体育館での出来事は、私の大学
生活を大きく変えてくれました。
　排球部以外の団体や学生も40年以上にわたり、旧体育館
で汗を流しました。各々に数え切れないほどの思い出があ
ると思います。現体育会の本部委員長として「今まで本当
にありがとう！」という想いでいっぱいです。

2017年3月時点の解体工事の様子 2016年4月の入学式。さまざまな式典やイベン
トで使用されました

1973年に竣工。43年間活躍しました

1973年11月から2016年秋学期までの43年間使用した体育館。

体育の授業、部活動はもとより、さまざまな式典が行われました。

体育館の歴史と思い出を振り返り、今後のキャンパスを紹介します。

新学期
始動！
2 0 1 7

大変お世話に
なりました

創
立
70
周
年
記
念
体
育
館
の
跡
地
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
隣
接
し
て
い
た
7
号
館
も
体
育
館
と
同

じ
時
期
に
解
体
さ
れ
、
新
体
育
館
・
７
号
館

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
同
館
は
競
技
室
、

小
学
校
教
諭
を
目
指
す
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
室
、

そ
し
て
会
議
室
兼
模
擬
授
業
実
習
室
が
入
り

ま
す
。
歴
史
あ
る
施
設
の
跡
地
は
、
周
辺
環

境
を
活
か
し
た
外
構
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

に
な
り
ま
す
が
、
形
は
違
え
ど
も
今
後
も
私

た
ち
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
支
え
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

新体育館・7号館は2017年10月に
外構・広場を含めて完成予定！

PART_03

キャンパス再開発事業が完了。
これから新しい歴史を皆さんと一緒に残していきましょう。

N E W  F A C E  
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New Professors ＆ Administrative staff
今年の新任教員と事務職員をご紹介します。みなさんの学びや好奇心を刺激する先生、

そして悩みや相談にのってくれる頼もしい事務職員を紹介します。

新任教員・事務職員ご挨拶

　大学に関わる職についていると、しばしば自分の

大学時代を思い出します。思えばあの頃は、刹那に

過ぎ去った幸せではかない瞬間、それなのに後の人

生を決定づけた転換期でもありました。吉野弘の虹

の足という詩をご存知ですか？私はこれを“幸せに

は存外気づいていない”と解釈しています。大学時

代には是非その幸せを感じて、さらには前途洋々た

る未来への転換期にして貰いたいと思います。

虹の足

商学部

上原 義子 
准教授

［担当科目］…市場調査論、消費者行動論、ゼミ

教育職員

スポーツを通して自分を高めよう

人間科学部

田中 輝海 
助教

［担当科目］…生涯スポーツ、健康体力づくり、ゼミ

教育職員

“加藤木で良かった”を目指して

加藤木 美咲子 

［配属先］…入試広報部　入試課

事務職員

はじめまして、生産管理論、社会情報システム論を
担当します中山です。専門はオペレーションズマネジ
メントという、モノやサービスがどのような仕組みで
生産されるのかを分析することによって問題解決を図
る学問です。何かを生み出すためには必ず仕組みが必
要になります。みなさんも、どういう自分になりたい
のかを考え、そのためにはどんな経験や知識が必要な
のかを整理してみると学生生活がより充実するのでは
ないでしょうか。

なりたいの自分になるための仕組みづくり

経営学部

中山 景央 
助教

［担当科目］…生産管理論、社会情報システム論、ゼミ

教育職員

経営学部

Manfred Delano 
Cannegieter 
助教

［担当科目］…英語、英会話、英作文、実用英語

教育職員

　専門は文化人類学で、高千穂大学では異文化間コ

ミュニケーション論や人間科学方法論も担当します。

これまで日本とアフリカを行き来しながら、人間や社

会について考えてきました。新しい環境や人間との出

会いは、自分が知らなかった（知りたくなかった）自身

の思わぬ一面を教えてくれます。大学では、そんな新

旧の自分自身と付き合っていく力を鍛えましょう。み

なさんの感性と一緒に、魅力的な授業を創っていきた

いと思います。

私が大学職員を目指すきっかけとなったのは、大学
でのアルバイトでした。大学の行事に自分が初めて裏
側に立ち、“学生の成長が自分の喜びになる”という新
しい自分と“学生のチャンスや可能性を広げたい”と
いう目標を発見いたしました。私が所属する入試課は、
大学の入り口であると共に大学のイメージを左右する
重要な部署です。高千穂大学の卒業生である“私だか
らこそできること”を常に考えながら、日々努力して
いきます。

自分の知らない自分に出会おう

人間科学部

橋本 栄莉
助教

［担当科目］…文化人類学、異文化間コミュニケーション論、
　　　　　　人間科学方法論、ゼミ

教育職員

と
も
に
切
磋
琢
磨
し
、

飛
躍
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　生涯スポーツ（卓球、レクリエーション・スポーツ）、
健康体力づくり、ゼミⅠを担当させていただきます田
中です。専門はスポーツ心理学です。スポーツを通し
て自分自身を知る力や自分で課題を設定し、実行する
力、他者を理解し協力する力を身に付けてもらい、一
人一人が心身ともに成長できるよう一生懸命頑張りた
いと思います。皆さん一緒に身体を動かすことを楽し
みながら自分を磨いていきましょう。

親はなぜ子を大学に行かせるのか？教育を受ける
事で５つのC (教養、品格、個性、カリスマ、自信）を
持った人になって欲しいからではないでしょうか。ア
インシュタインの言葉を借りれば「教育とは学校で教
わった事をすべて忘れてしまった後に残るもの」です。
高千穂は16年前、私が初めて勤めた大学でした。再び
この大学で共に学び、高千穂の皆さんが日本のGNH
（国民総幸福量）を高められるリーダーになるお手伝い
ができればと思います。

GNH（国民総幸福量）を上げよう
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ゼミナール紹介

　
庄
司
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
各
学
年
で
15
名
程

度
い
ま
す
の
で
、
学
年
別
に
課
題
を
分
け
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
２
年
生
は
基
礎
研
究
と
し
て
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
書
（『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
論
』白
桃
書
房
）を
用
い
て
、
全
体
的
な
知

識
の
獲
得
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
店
舗

比
較
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
通
じ
て
基

本
的
な
情
報
収
集
手
段
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
現
代
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
I
o
T
や
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
）を
取
り
上
げ
、ゼ
ミ

員
が
調
べ
た
内
容
を
皆
の
前
で
発
表
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
３
年
次
に
な
る
と
学
内
外
の
発
表
会
に

向
け
て
グ
ル
ー
プ
活
動
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

毎
年
３
チ
ー
ム
程
度
に
分
か
れ
て
研
究
を
し

ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
テ
ー
マ
を
見
つ
け

て
、
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
２
０
１
６

年
度
は
、
健
康
経
営
（
中
小
企
業
に
向
け
た

自
動
販
売
機
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

提
案
）、
記
念
日
（
友
だ
ち
の
日
に
よ
る
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
提
案
）、
動
物
園
（
行
動
展
示
の

た
め
の
ア
イ
デ
ア
の
提
案
）が
研
究
テ
ー
マ

で
し
た
。
で
き
る
だ
け
現
代
的
に
意
義
の
あ

る
内
容
に
な
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
学
風
の
目
標
で
あ
る
『
気
概
あ
る
常
識
人
』。

こ
れ
に
は
以
下
の
意
味
が
あ
る
。「
正
し
い

と
信
じ
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
実
行
す
る
精
神
を
尊
び
、
ま
た
、
自
ら

信
じ
た
も
の
が
誤
り
で
あ
る
と
気
づ
い
た
時
、

積
極
的
に
是
正
す
る
勇
気
も
尊
重
す
る
。」

　
私
が
研
究
し
て
い
る
老
舗
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

企
業
に
お
い
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
高
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
企
業
は
皆
こ
の

「
正
し
い
と
信
じ
る
こ
と
（
＝
経
営
理
念
）」

を
遵
守
し
、
自
ら
続
け
て
き
た
事
業
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
限
界
を
感
じ
た
と
き
は
「
積
極

的
に
変
革
す
る
（
＝
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」こ

と
が
で
き
る
。
私
が
ゼ
ミ
を
通
じ
て
身
に
つ

け
て
欲
し
い
こ
と
は
、
経
営
に
関
す
る
（
ま

た
は
そ
れ
以
外
の
）意
見
や
知
識
を
戦
わ
せ

る
こ
と
で
、
自
ら
の
経
営
観
さ
ら
に
は
生
き

方
に
お
け
る
「
正
し
い
と
信
じ
る
こ
と
」、
違

う
と
き
に
は
「
素
直
に
是
正
で
き
る
勇
気
」

で
あ
る
。

　
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
ヌ
ル
い
環
境
で
過
ご
し

て
き
た
学
生
に
と
っ
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。時
に
自
ら
を
削
る
学
習
が
必
要
と
な
り
、

ゼ
ミ
活
動
は
心
地
い
い
も
の
で
は
な
い
。
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
や
イ
ン
ナ
ー
大
会
の
準
備

本
ゼ
ミ
で
は
「
結
果
よ
り
も
過
程
」を
重
視

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ナ
ー
大
会
等
に
参
加
し

ま
す
が
、
結
果
以
上
に
個
々
人
の
能
力
を
高

め
る
よ
う
な
活
動
に
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。

当
た
り
前
で
す
が
、
難
し
い
全
員
参
加
で
の

活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
４
年
次
は
就
活
と
卒
業
論
文
の
作
成
で
す
。

卒
業
論
文
は
、
個
々
の
興
味
関
心
を
元
に
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
庄
司
ゼ
ミ
に
は
、
就
職
へ
の
意
識
が
高
い

学
生
が
多
い
で
す
。
就
活
で
問
わ
れ
る
諸
活

動
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
ゼ
ミ
以
外
も
含
む
）、

書
類
や
面
接
で
問
わ
れ
る
内
容
を
伝
え
る
た

め
の
技
術
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）、
チ
ー

ム
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
か
ら
内
定
を

も
ら
え
る
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
私
に
極
限
ま
で
詰
め
ら
れ
そ
の
あ
げ

く
喧
嘩
が
始
ま
っ
た
り
、
図
書
館
の
暗
闇
で

む
せ
び
泣
く
ゼ
ミ
生
が
い
た
り
、
教
員
の
闇

討
ち
計
画
が
発
覚
し
た
り
と
伝
説
が
数
知
れ

ず
生
ま
れ
た
。だ
が
、結
果
と
し
て（
発
表
は

と
も
か
く
）ゼ
ミ
生
た
ち
が「
こ
れ
ま
で
の
自

分
の
限
界
」を
ぶ
ち
破
っ
て
く
れ
て
い
る
の
を

見
て
い
る
と
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
卵
を
産
む

程
度
に
は
成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
小
林
ゼ
ミ
は
万
人
向
け
の
ゼ
ミ
と
は
言
え

な
い
が
、「
な
に
も
の
か
に
な
り
た
い
」「
自
ら

を
変
え
た
い
」と
願
う
学
生
は
是
非
一
度
遊

び
に
来
て
ほ
し
い
。
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
卵
た

ち
が
、
皆
さ
ん
を
暑
苦
し
く
出
迎
え
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

A student’s voice A student’s voice 

庄司ゼミ小林ゼミ
商学部
教授

庄司 真人

経営学部
准教授

小林 康一

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は

Stay H
ungry, Stay Foolish.

現
状
を
ぶ
ち
破
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
養
成
所
、

そ
れ
が
小
林
ゼ
ミ

■担当科目
マーケティング論、流通経営論、商学特別講義、
ゼミ、大学院

■担当科目
経営心理学、経営社会学、経営学概論、情報と社会、ゼミ

■略歴
明治大学　商学部　卒業
明治大学大学院　商学研究科　博士前期課程　修了
明治大学大学院　商学研究科　博士後期課程　満期退学

■略歴
立教大学　経済学部　卒業
慶應義塾大学大学院　経営管理研究科　修士課程　修了
慶應義塾大学大学院　経営管理研究科　博士課程　単位取得退学

現在、インナー大会とゼミナー
ル発表会に向けて、3つの班に
分かれて研究しています。私の
班では山の日と健康経営に観点
を置き、2つを掛け合わせた山の
日の活性化と企業の健康に対す
る意識を高めることを目的とし
た研究に力を入れています。

商学部  マーケティングコース  3年
神奈川県私立横浜隼人高等学校出身
バドミントン愛好会、高千穂祭実行委員会

手塚 元稀
現在はプレゼン能力・情報収集
能力を中心に学んでいます。１
グループ5～７名に分かれ、1週
間で課せられた課題（企業研究
やケース分析等）をパワポにま
とめ、自分達の発表を見せ合い、
チーム・ゼミ内で切磋琢磨し、ス
キルを磨いています。

経営学部 企業経営コース 3年
東京都私立明星高等学校出身

金田 悠佑
3学年で40人を超える規模のゼ
ミですが、庄司先生はゼミ生一
人ひとりの個性や強みを引き立
てるよう指導されています。ま
た、卒業した先輩方に対しても
定期的に勉強会を開催するなど、
ゼミ生をいつまでも大切に考え
ている優しい先生です。

商学部  マーケティングコース  4年
東京都立八王子桑志高等学校出身
体育会本部、硬式庭球部

西中 淳平
ゼミ生のことをよく見ていて気
配りをしてくれる、面倒見のい
い先生です。学校や勉強のこと
に限らず、将来のことやプライ
ベートの悩み等の相談にものっ
てくれます。明るくてノリもい
いので、ゼミの雰囲気も明るく
楽しいものになっています！

経営学部 企業経営コース 3年
東京都立つばさ総合高等学校出身
高千穂祭実行委員会、ダンス愛好会

安原 一貴
現在はゼミナール発表会に向け
てグループ活動をしていますが
とても苦労しています。しかし、
先生にアドバイスを頂いたり、
話し合って進んだりした時はと
てもやりがいを感じます。庄司
先生の就活に関する話などは興
味深く、前向きになれます！

商学部  マーケティングコース  3年
栃木県立栃木商業高等学校出身
漫画研究会

飯塚 美咲
各自で意見や答えを出してディ
スカッションをし、まとめてグ
ループで発表をすることで、ス
キルアップが感じられ、ゼミで
のやりがいを感じます。人前で
発表する機会が多いため、人前
で話すことに慣れてきて、今で
は発表するのが楽しいです。

経営学部 企業経営コース 3年
東京都立大森高等学校出身

平野 玲奈
マーケティングの中でも一部に
特化するのではなく幅広い分野
を学ぶことができ、就職面では
一人一人に手厚くサポートして
くれます。家が自営業を営んで
いるので製造・販売をする中で
学んだことを活かしたいと思っ
たので庄司ゼミを選びました。

商学部  マーケティングコース  3年
東京都立千早高等学校出身
排球部

御舩 安津
小林ゼミは「楽しむときは楽し
み、結果を残すときは結果を残
す」といったメリハリのあるゼ
ミだと思います。私がゼミを選
んだ理由は、１年次にゼミナー
ル発表会で小林ゼミの発表を聴
講し、「自分もあの発表をしてみ
たい」と思ったからです。

経営学部 企業経営コース 3年
東京都私立京華高等学校出身
軟式野球愛好会

佐原 佳

庄司ゼミはたくさんのOBOGが足を運んでくれ
ています

ゼミナール発表会のプレゼンコンテストでは
毎年上位を独占する小林ゼミ

A STUDENT’S VOICE A STUDENT’S VOICE 

Close up!
TAKACHIHO 

SEMINAR



INFORMATION

日  時 行　事　名

5月 30日（火） 13：00～

学内合同企業説明会6月20日（火） 13：00～

7月11日（火） 13：00～

◉就職支援行事【4年生向け】

か
し
な
が
ら
、
企
業
は
優
秀
な
学
生
を
採

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
厳
選
採

用
は
変
わ
ら
ず
、
採
用
の
ハ
ー
ド
ル
変
更

は
な
い
と
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
実
際
に
本
学
で
も
準
備
を
怠
っ
て
し

ま
っ
た
学
生
の
内
定
取
得
時
期
は
、
事
前

準
備
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
学
生
と
比
べ

る
と
大
幅
に
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
い
か
な
る
環
境
に
お
い
て
も
準
備
を
怠

る
こ
と
な
く
就
職
活
動
を
迎
え
る
こ
と
が
、

就
職
活
動
で
差
が
で
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
の
で
、
売
り
手
市
場
を
鵜
呑
み
せ
ず

し
っ
か
り
対
策
を
練
り
就
職
活
動
に
挑
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
水
準
を
得
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
ま

ず
第
一
に
学
生
本
人
の
頑
張
り
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
3
年
次
の
時
よ
り
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
こ
で
得
た

知
識
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
盤
石
な
備

え
で
就
職
活
動
に
挑
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て

視
野
を
広
げ
て
就
職
活
動
を
続
け
た
結
果

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
就
職

支
援
課
の
取
り
組
み
と
し
て
『
諦
め
さ
な

い
就
職
活
動
』を
徹
底
し
本
学
の
就
職
指

導
方
針
で
あ
る
『
個
々
の
学
生
の
適
性
に

応
じ
た
職
業
選
択
の
指
導
』、『
志
望
企
業

採
用
選
考
に
合
格
す
る
た
め
の
就
職
相
談

お
よ
び
指
導
』、『
社
会
人
と
し
て
の
心
構

え
に
関
す
る
指
導
』と
い
っ
た
学
生
支
援

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
企
業
と
の
関
係
性
を

深
め
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
参
り
ま
り

ま
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
数
年
メ
デ
ィ
ア
等
で
売
り

手
市
場
は
就
職
活
動
を
行
う
学
生
に
と
っ

て
有
利
と
い
う
言
葉
を
多
く
聞
き
ま
す

が
果
た
し
て
そ
の
通
り
な
の
で
し
ょ
う

か
。
売
り
手
市
場
と
は
１
人
の
人
材
に
対

し
て
求
人
数
が
多
く
、
労
働
力
を
必
要
と

し
て
い
る
買
い
手
側
（
企
業
）は
人
材
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
就
職

を
希
望
す
る
売
り
手
側
（
学
生
）と
比
べ

て
不
利
な
状
況
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

就 職 活 動

情 報 局

平成29年度 就職活動支援行事
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平
成
28
年
度 

就
職
活
動
総
括  

〜
売
り
手
市
場
の
落
と
し
穴
〜

平
成
28
年
度
卒
の
学
生
の
内
定
率
は
9
8.
3
%
。
昨
年
に
続
き
高
水
準
の
結
果
と
な
っ
た
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガイダンス風景

学内合同就職説明会 産業分類別内定状況

マナー講座

California
Humboldt State 
University

 San Francisco
ハンボルト大学

2017年2月9日に日本を出発し、アメリカ・カリフォルニア州にある
ハンボルト大学で1ヵ月間の短期留学を経験した9人からレポートが届きました。

留学を検討している方などは、ぜひご覧ください。

カリフォルニア州の北部にあ
る州立ハンボルト大学。サン
フランシスコから飛行機で約
1時間の場所にあります。

O V E R S E A S  T R A I N I N G  R E P O R T

短期留学レポート

★

経営学部　企業経営コース　4年
東京都立紅葉川高等学校出身
河合ゼミ

酒井 あすか
What’s your major? と問われ、「経営学部」
と答えることはできても、その内容や目標
を聞かれた時は言葉に詰まりました。同じ
質問を返すと彼らは明確な目標と研究内容
をすらすらと話し出します。彼らを通して
私の残り1年間の大学生活で何か取り組める
ものを見つけたいと思いました。

ホストファーザーが母国の話をしてくれた
ことや、子供とのバスケやかくれんぼをし
たこと、朝起こしにきた子供に顔を覆われ
て一瞬死ぬかと思ったこと、などどれもい
い思い出です。帰国前夜には、ホストファ
ミリーに感謝をこめてうどんを作りました。

この留学で得た最大の成果は英語に対する
新たな認識です。今までは英語を一つの科
目として接しており、点数の良さが自分の
英語の良さだと思っていました。しかし、
英語はコミュニケーションのツールであり、
人との会話を通して学ぶ事がたくさんある
ことに気づきました。

人間科学部　児童教育専攻　2年
神奈川県立綾瀬高等学校出身
長谷川ゼミ、排球部

中山 智貴

経営学部　企業経営コース　4年
埼玉県立越ケ谷高等学校出身
大島ゼミ、語学愛好会

胡 俊杰

What’s 
your major?

ホスト
ファミリーとの
時間は宝物！

この留学で英語のリスニング力が伸び、会
話が成立することが増えました。また、何
でも挑戦してみようという積極性が身につ
きました。これは日本にはない、アメリカ
の人々のポジティブで明るい考え方で満ち
ている環境下にいたからだと思います。

商学部　商学科　2年
埼玉県立深谷第一高等学校出身
永井ゼミ、フォークソング研究会

吉田 真聖

英語を
聞き取る力が
UP

英語力不足で会話が続かなかったり、深い
話ができなかったり、自分の言いたい事が
言えなかったりしたので、現地の友達ともっ
とたくさんのことを話したいという気持ち
が芽生え、これからも英語の勉強を頑張ろ
うと思えたのは、良い事だったと思います。

商学部　商学科　2年
東京都立第一商業高等学校出身
西山ゼミ

青柳 信輝

もっと
話したいという
気持ちが

日本に帰ってきて英語を使う機会は少なく
なると思いますが、ハンボルト大学で関わっ
た学生やホストファミリーと連絡をとった
り、普段でもテレビやラジオで英語を学ぶ
事はできるので、留学したことを無駄にせ
ず、今後も取り組んでいこうと思っています。

経営学部　企業経営コース　3年
埼玉県私立東京成徳大学深谷高等学校出身
笹金ゼミ、天文同好会

大沢 佳菜

留学を
無駄にしない

授業はペアーワークやゲーム形式で行われ、
学習意欲の湧いてくる授業でした。ゲーム
内容が面白いので、それを理解したいから
英語を覚える努力をします。分からない言
葉があったら、分かるまで英語で教えてく
れます。そこでまた英語を学べます。

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立荒川商業高等学校出身
松谷ゼミ

千德 竜也

理解したいから
努力する

クラスメートが皆それぞれ違う国籍である
ことがとても新鮮でした。それと同時に、
皆が話せる共通言語が英語であることをま
ざまざと実感し、やはり英語をしっかり話
さなければ、という改まった気持ちを持つ
ことができました。

経営学部　経営法務コース　3年
東京都私立田園調布学園高等部出身
渡辺ゼミ

北野 望

多国籍の
クラスメート

私のホストファミリーは料理が趣味で、毎
日美味しいご飯を作っていただきました。
手作りのパイやサンドイッチがとても印象
的でおいしかったです。夜遅くまでアクティ
ビティがある日も車で毎日送迎していただ
き、感謝しています。

ホストファミリー
に感謝

商学部　金融コース　3年
東京都私立二松學舎大学附属高等学校出身
恩藏ゼミ、スキー部

英語はコミュニ
ケーションの
ツール

学部別内定状況

100

80

60

40

20

0

98.8%98.0% 97.8%

経
営
学
部

人
間
科
学
部

商
学
部

流通
19.0％

サービス
18.6％

商社
13.2％

公務 1.2％
輸送 3.5％
教育 4.3％
建設 4.7％
メーカー 5.4％

金融 7.0％

不動産 8.1％

情報通信 10.1％

電気・ガス・
水道供給業
0.4％

鉱業 0.4％

高千穂学生の就職活動を応援します！
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人
間
関
係
と
謙
虚
さ
を
支
え
に

頭
で
勝
負
す
る
世
界
に

私
は
、
浜
松
市
に
あ
る
株
式
会
社
ヤ
タ

ロ
ー
と
い
う
食
料
品
メ
ー
カ
ー
で
、
管
理
事

業
部
の
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
パ
ー

ト
を
含
む
1
，8
0
0
名
・
グ
ル
ー
プ
子
会

社
10
社
超
の
総
務
・
経
理
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
し
っ
と
り
感
抜
群
の
美

味
し
い
ス
イ
ー
ツ
と
し
て
、『
治
一
郎
の
バ
ウ

ム
ク
ー
ヘ
ン
』が
、
首
都
圏
や
ネ
ッ
ト
で
知

名
度
を
あ
げ
て
い
る
会
社
で
す
。

大
学
時
代
は
、
理
事
長
の
「
藤
井
ゼ
ミ
」

に
所
属
し
、
ゼ
ミ
中
心
の
生
活
を
送
っ
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
当
時
の
「
藤
井

ゼ
ミ
」は
、
今
も
変
わ
ら
ぬ
熱
血
漢
あ
ふ
れ

る
先
生
の
も
と
、
良
き
先
輩
に
恵
ま
れ
、
家

族
主
義
的
な
教
育
を
実
践
い
た
だ
き
ま
し

た
。
や
る
と
き
は
真
剣
に
、勉
強
に
！
、ア
ル

コ
ー
ル
に
？
、
カ
ラ
オ
ケ
に
??
、
と
に
か
く

全
力
で
取
組
み
、
ゼ
ミ
を
通
し
て
人
間
関
係

の
重
要
性
、
謙
虚
な
姿
勢
で
物
事
に
取
り
組

む
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
27
年
よ
り
、
同
窓
会
の
静
岡
県
高

千
穂
会
西
部
分
会
が
開
催
さ
れ
、
藤
井
理
事

長
や
事
務
局
の
方
々
、
先
輩
・
後
輩
と
の
親

公
認
会
計
士
と
は
、
利
害
関
係
者
の
経
理

的
な
判
断
資
料
と
な
る
決
算
書
類
に
つ
い
て

正
否
を
証
明
す
る
、
い
わ
ば
財
務
諸
表
に
対

す
る
裁
判
官
の
よ
う
な
立
場
の
仕
事
で
す
。

ま
た
、税
務
実
務
や
各
種
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
で
き
る
仕
事
で
す
。

私
の
学
生
時
代
は
、
高
木
尚
一
先
生
、
名

越
二
荒
之
助
先
生
、
福
井
守
先
生
に
大
変
お

世
話
に
な
り
、
特
に
先
生
方
主
催
の
勉
強
会

は
、
政
治
的
で
は
な
く
、「
日
本
は
本
当
に
そ

れ
で
い
い
の
か
」と
、
真
剣
に
討
論
し
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
小
手
先
の
勉
強
で
は
な
く

「
原
点
」を
学
ん
だ
学
生
生
活
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
。
体
力
勝
負
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
た
際
、
何
時
間
働
い
て
も
お
金
に
な
ら
ず
、

体
で
は
な
く
頭
で
勝
負
し
た
ほ
う
が
い
い

と
考
え
公
認
会
計
士
を
目
指
し
ま
し
た
。
年

齢
と
と
も
に
体
力
は
低
下
し
ま
す
が
、
知
力

と
経
験
は
増
え
る
の
で
「
お
金
も
稼
げ
る
か

な
」と
少
々
不
純
な
動
機
か
ら
で
し
た
。
平

成
3
年
に
資
格
を
取
り
、
名
古
屋
の
監
査
法

人
に
就
職
し
、
監
査
、
株
式
公
開
支
援
業
務
、

税
務
戦
略
策
定
な
ど
に
携
わ
り
な
が
ら
10

交
も
で
き
、
学
生
時
代
の
思
い
出
話
や
大
学

の
近
況
を
酒
の
肴
に
、
30
年
前
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
空
間
は
、
改
め
て
家
族

主
義
的
な
一
面
を
感
じ
、
私
に
と
っ
て
新
た

な
楽
し
み
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
人
と
な
り
30
年
、
私
の
支
え
と
な
っ

て
い
る
も
の
は
、
学
生
時
代
に
学
ん
だ
人
間

関
係
と
謙
虚
な
姿
勢
を
自
分
な
り
に
継
続
で

き
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
学
生
時
代
は
、
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ブ
活

動
等
を
通
じ
て
、
利
害
関
係
の
な
い
人
間
関

係
を
構
築
で
き
る
大
切
な
時
間
で
す
。
是
非
、

幅
広
い
人
間
関
係
が
構
築
で
き
る
よ
う
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
、
39
歳
で
独
立
開
業
。

現
在
は
名
古
屋
で
10
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
、
提
案
型
の
質
的
に
高
い
水
準
を
保
っ
た

事
務
所
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

株
式
公
開
準
備
業
務
で
上
場
に
成
功
し
、

会
社
に
感
謝
さ
れ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
し
か
し
、
監
査
業
務
は
基
本
的
に

は
「
荒
探
し
」で
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な

い
た
め
、
真
剣
に
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
辛
い
仕

事
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
自
分
で
セ
ス
ナ
機
を
操
縦
し
日

帰
り
フ
ラ
イ
ト
や
夜
の
遊
覧
飛
行
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
最
近
新
た
に
、
昨
年
地
元
中
日

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に
入
団
し
、
先
日
プ
ロ
初
勝
利

を
収
め
た
本
学
硬
式
野
球
部
出
身
の
三
ツ
間

卓
也
投
手
の
応
援
に
目
覚
め
ま
し
た
。

I   n t e r v i e w

1

2

Interview

Interview

1
9
8
6
年
度
　
商
学
部
卒
業

藤
井
ゼ
ミ

株
式
会
社
ヤ
タ
ロ
ー

管
理
事
業
部 

総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

染
葉 

芳
則

1
9
8
3
年
度

　
商
学
部
卒
業 

高
木
ゼ
ミ

山
本
公
認
会
計
士
事
務
所

山
本 

三
椎
彦

［インタビュー］

田
端
さ
ん　

東
京
の
大
学
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
て
、高
千
穂
大
学
へ
は
指
定

校
推
薦
で
き
ま
し
た
。
東
京
に
来
て
か

ら
は
人
の
多
さ
と
、都
内
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

今
田
さ
ん　

高
千
穂
大
学
を
選
ん
だ
理

由
は
、東
京
で
哲
学
を
勉
強
で
き
る
学
校

を
探
し
て
い
て
、そ
の
中
か
ら
高
千
穂
大

学
を
選
び
ま
し
た
。
都
心
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
良
く
、地
元
で
は
自
転
車
で
10
分
以

上
か
か
っ
て
い
た
コ
ン
ビ
ニ
も
た
く
さ

ん
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

田
端
さ
ん　

青
森
県
は
自
然
が
と
て
も

豊
か
で
、自
然
が
好
き
な
人
は
と
て
も
楽

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
十
和

田
湖
は
す
ご
く
お
勧
め
で
す
。
そ
れ
に

お
祭
り
が
盛
ん
で
、ね
ぶ
た
祭
り
以
外
に

も
夏
に
行
う
三
社
大
祭
や
、冬
に
行
う
八

戸
え
ん
ぶ
り
な
ど
は
、全
国
的
に
も
有
名

な
お
祭
り
で
す
。

今
田
さ
ん　

青
森
駅
の
近
く
に
あ
る
Ｅ

Ｌ
Ｍ
と
い
う
カ
フ
ェ
で
は
と
て
も
大
き

い
パ
フ
ェ
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
よ

く
友
達
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ね

ぶ
た
祭
り
に
は
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

ね
ぶ
た
祭
り
の
当
日
は
県
内
や
県
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
来
て
と
て

も
賑
わ
う
の
で
、で
き
れ
ば
東
京
の
方
に

も
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。

田
端
さ
ん　

リ
ン
ゴ
は
毎
年
木
箱
で

買
っ
て
い
ま
し
た
。
好
き
な
リ
ン
ゴ
の

食
べ
方
は
リ
ン
ゴ
を
煮
て
食
べ
る
、煮
リ

ン
ゴ
が
好
き
で
す
。
母
親
が
毎
年
作
っ

て
く
れ
て
、そ
れ
を
食
べ
る
の
が
大
好
き

で
し
た
。

今
田
さ
ん　

味
噌
カ
レ
ー
牛
乳
ラ
ー
メ

ン
を
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
！
テ
レ
ビ

で
紹
介
さ
れ
て
い
て
地
元
で
は
今
す
ご

く
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
あ

る
食
べ
物
で
は
、し
と
ぎ
餅
や
い
ち
ご
煮

な
ど
が
有
名
で
、い
ち
ご
煮
に
は
苺
じ
ゃ

な
く
て
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
が
入
っ
て
い
ま

す
（
笑
）

商学部　金融コース　3年
青森県立八戸商業高等学校出身
楠美ゼミ

田端 咲希

人間科学部　社会・ライフデザインコース　2年
青森県立青森西高等学校出身
齋藤ゼミ

今田 明

高
千
穂
大
学
を
選
ん
だ
理
由
と

地
元
と
の
違
い
は
？

青
森
県
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
？

青
森
県
の
食
べ
物
は
？

青森おもてなし隊というものがあり、
青森県をPRする活動をボランティア
で行っていました。担任の先生には
わがままもいろいろ聞いてもらって、
とても力になってくれました。

女子の割合が高くて、とても楽しかっ
たです。部活の先生と、週５回あっ
た簿記の先生が同じ先生なので、ほ
ぼ毎日会っていました（笑）。とても
お世話になり、感謝しています。

今田さんの出身高校は青森県立青森西高等学校

田端さんの出身高校は青森県立八戸商業高等学校

私たちのふるさとを紹介します

北海道・東北ブロックから、
青森県をとりあげ、代表の在学生2名に
ご当地自慢をして頂きました。

今回の紹介エリアは

こ
の
ペ
ー
ジ
は
広
報
課
学
生
ス
タ
ッ

フ
の
た
く
み
く
ん
が
原
稿
作
成
・

写
真
撮
影
し
ま
し
た



182017/5  Vol.622017/5  Vol.6219

I N T R O D U C T I O N  O F

  高千穂の今が分かる

News & Information 

アメリカン
フットボール部

5月28日/6月16-18日

体
育
祭
・
六
月
祭
を
開
催

CLUB ACTIVITIES

AMERICAN FOOTBALL CLUB

高千穂大学の体育会と学術文化団体連合会に所属しているクラブ・サークルを毎号紹介します。
今回は最もパワフルで、時にチャーミングなアメリカンフットボール部を取材・撮影しました。

今回は
アメフトを
紹介します

経営学部　経営法務コース　4年
長野県私立さくら国際高等学校出身
舟木ゼミ
アメリカンフットボール部主将

高橋 直也

　
「
チ
ー
ム
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
助
け

合
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」と
ア
メ
フ
ト
の
魅
力

を
話
し
て
く
れ
た
高
橋
主
将
。
高
千
穂
大

学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
現
在

関
東
連
盟
エ
リ
ア
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
3

部
リ
ー
グ
昇
格
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ア

メ
フ
ト
と
い
え
ば
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
の

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
大
学
か
ら
始
め
る
こ
と

も
で
き
、
実
際
、
ア
メ
フ
ト
部
員
の
ほ
ぼ

全
員
が
未
経
験
者
だ
そ
う
で
す
が
、
皆
自

分
の
長
所
を
活
か
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
土
日
は
社
会
人
コ
ー
チ

の
指
導
の
も
と
、
高
い
レ
ベ
ル
の
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

顧問：鈴木隆弘先生　主将：高橋直也さん　部員数：40人
活動日：日火水木土　場所：大学内グラウンド（土日は登戸グラウンド）

平
成
28
年
度
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒

業
生
た
ち
が
新
た
な
世
界
へ
と
旅
立

ち
ま
し
た
。
式
で
は
笹
金
光
徳
学
長
よ

り
商
学
部
、経
営
学
部
、人
間
科
学
部
、

大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
、
博

士
後
期
課
程
の
代
表
者
そ
れ
ぞ
れ
に

学
位
記
を
授
与
。
そ
の
後
、
教
育
職
員

免
許
状
伝
達
、
学
長
式
辞
、
藤
井
耐
理

事
長
祝
辞
、
在
学
生
代
表
送
辞
、
卒
業

生
代
表
答
辞
、
功
労
賞
授
与
、
論
文
賞

授
与
、
資
格
取
得
者
特
別
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

在
学
生
を
代
表
し
て
浦
田
照
明
さ

ん
（
当
時
、
経
営
学
部
3
年
・
埼
玉
県

立
浦
和
商
業
高
校
出
身
）か
ら
送
辞
。

答
辞
は
藤
平
翔
也
さ
ん
（
当
時
、
経
営

学
部
4
年
・
東
京
都
立
つ
ば
さ
総
合
高

校
出
身
）、「
本
日
こ
こ
を
卒
業
し
て
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
る
君
た
ち
の
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
伸
び
し
ろ
で
す
ね
」と

読
み
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
硬
式
野
球
部
の
監
督
に

元
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
外
野
手
・
安
部
理

氏
が
就
任
し
ま
し
た
。「
今
年
度
よ
り
、

硬
式
野
球
部
監
督
の
職
に
就
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
野
球
を
通
じ
て
の
人

間
育
成
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
、
学
生
と

共
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。」と
語
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

安
部
監
督
の
略
歴
：
東
北
高
校
で

甲
子
園
に
4
度
出
場
。
１
９
８
０
年

ド
ラ
フ
ト
で
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら

指
名
を
受
け
入
団
し
、
在
籍
中
に
日
本

一
を
経
験
。
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
黄
金

時
代
を
支
え
た
。
引
退
後
、
東
北
楽
天

ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
、
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
な
ど
複
数
の
チ
ー
ム
で
コ
ー

チ
を
歴
任
。

今
季
か
ら
支
配
下
に
登
録
さ
れ
た

三
ツ
間
投
手
（
商
学
部
・
２
０
１
４
年

度
卒
）が
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
を
相

手
に
プ
ロ
初
勝
利
を
挙
げ
た
。
2
対
2

の
8
回
か
ら
登
板
し
、
2
回
を
1
安
打

3
奪
三
振
と
好
投
し
、
チ
ー
ム
を
勝
利

に
導
い
た
。

●編集長 浅見 雅郁
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

クォータリー高千穂設置場所：図書館
（1階）、3号館（1階）、4号館（1・2階）、情
報メディアセンター、CS（1・2・3・4階）

［クォータリー 高千穂］ 

●編集・印刷 orange corporation

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
改
め
て
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
大
学
に
も
慣
れ
て
き

た
頃
で
し
ょ
う
か
？ 

慣
れ
始
め
は
何
事
も
注

意
が
必
要
で
す
！ 
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
春
か
ら
本
学
初
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
る
ヤ
マ
ザ
キ

シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
特
に
お

昼
に
な
る
と
混
雑
す
る
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
利
用
し
ま
し
た
か
？
ヤ
マ
ザ

キ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
イ
ー
ツ
商
品
が
と
て
も

お
い
し
い
と
の
評
判
で
す
。
ま
た
、
あ
る
先

生
が
「
電
卓
の
種
類
が
多
く
て
商
学
部
ら
し

い
」と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。
店
頭
を
見
て

み
る
と
確
か
に
10
種
類
前
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

電
卓
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
今
後
も
高
千
穂

大
学
に
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
ビ
ニ
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
さ
て
、
S
N
S
な
ど
で
も
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
人
間
科
学
部
3
年
の
渡
辺
さ
ん
が

車
椅
子
バ
ス
ケ
U
23
の
日
本
代
表
に
選
ば

れ
、国
際
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。「
自
分
の

役
割
を
こ
な
し
、
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
い
。」

と
話
し
て
い
た
彼
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
が
、

2
0
2
0
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
ら

れ
た
ら
と
期
待
に
胸
が
膨
ら
み
ま
す
。
渡
辺

さ
ん
に
つ
い
て
は
次
号
で
詳
し
く
ご
紹
介
し

ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

　
皆
さ
ん
も
大
学
生
活
の
目
標
は
大
き
く
、

そ
し
て
高
く
持
ち
、
少
し
ず
つ
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

編集
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卒
業
式
を
挙
行
し
ま
し
た

3月20日

安
部
監
督
就
任

4月1日

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
三
ツ
間
卓
也

投
手
が
初
勝
利
を
挙
げ
る

4月12日

TAKACHIHO

01

硬
式
野
球
部

　

春
季
オ
ー
プ
ン
戦
3
月
3
日（
金
）亜
細
亜

大
学
戦
・
負
け
1-

4
、
3
月
6
日（
月
）東
京
経

済
大
学
戦
・
負
け
5-

11
、
3
月
7
日（
火
）拓
殖

大
学
戦
・
負
け
4-

8
、
3
月
10
日（
金
） B
B
C 

S
k
y 
H
a
w
k
s
戦
・
勝
ち
4-

2
、
3
月
10
日

（
金
）
桜
美
林
大
学
戦
・
負
け
0-

1
、
3
月
12

日（
日
）
作
新
学
院
大
学
戦
・
負
け
3-

4
、
3

月
15
日（
水
）横
浜
国
立
大
学
戦
・
勝
ち
8-

4
、

3
月
18
日（
土
）
亜
細
亜
大
学
戦
・
引
き
分
け

2-

2
、
3
月
24
日（
金
）山
梨
学
院
大
学
戦
・
負

け
1-

5
、
3
月
25
日（
土
）
一
橋
大
学
・
勝
ち

6-

4
、
3
月
28
日（
火
）大
東
文
化
大
学
戦
・
勝

ち
3-

1
、
3
月
31
日（
金
）
武
蔵
大
学
・
負
け

3-

7
。

　

春
季
リ
ー
グ
戦
4
月
15
日（
土
）日
本
大
学

生
物
資
源
学
部
戦
・
勝
ち
3-

0
、
4
月
16
日

（
日
）東
京
理
科
大
学
戦
・
勝
ち
8-

0
、
4
月
22

日（
土
）東
京
学
芸
大
学
戦
・
勝
ち
1-

0
、
4
月

30
日（
日
）東
洋
学
園
大
学
戦
・
勝
ち
1-

0
、
5

月
3
日（
水
）首
都
大
学
東
京
戦
・
勝
ち
5-

2
、

5
月
6
日（
土
）
首
都
大
学
東
京
戦
・
勝
ち

15-

3
。

和
弓
部

　

練
習
試
合
2
月
24
日（
金
）成
蹊
大
学
戦
・
負

け（
後
攻
23
中-

先
攻
28
中
）、
2
月
6
日（
月
）青

山
学
院
大
学
戦
・
勝
ち（
後
攻
33
中-

先
攻
31
中
）、

4
月
23
日（
日
）成
城
大
学
戦
・
勝
ち（
3
勝
2

敗
）、
4
月
30
日（
日
）東
京
経
済
大
学
戦
・
勝
ち

（
後
攻
66
中-

先
攻
54
中
）。

ス
キ
ー
部

　

第
44
回
全
国
学
生
岩
岳
ス
キ
ー
大
会
村
長
杯

争
奪
ス
キ
ー
大
会
日（
男
女
）兼
ア
ル
ペ
ン
男
子

予
選
2
月
14
日（
火
）〜
17
日（
金
）西
尾
一
輝
・

ス
ー
パ
ー
G
4
位
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
5
位
、
新
人
戦
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

2
位
。
高
千
穂
大
学
・
総
合
15
位
／
全
74
チ
ー

ム
中
。
第
44
回
全
国
学
生
岩
岳
ス
キ
ー
大
会
ア

ル
ペ
ン
競
技
の
部
3
月
12
日（
日
）〜
18
日（
土
）

西
尾
一
輝
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
20
位
、

新
人
戦
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
6
位
。
高

千
穂
大
学
・
総
合
29
位
／
全
99
チ
ー
ム
中
。

大学の最新情報が分かる！公式アカウントをフォローしよう！！

はじめました

NEW

高千穂大学ソーシャルメディア公式アカウント

ウイニングボールを森監督がス
タンドへ投げ入れるマネをし、
ビックリする三ツ間投手
（写真はスポニチアネックスHPより）

表紙の人
（写真：左）
人間科学部　人間科学専攻　4年
東京都立光丘高等学校出身
迫ゼミ、学友会本部、体育会本部、排球部

西島 千草

（写真：右から2番目）
人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都私立堀越高等学校出身
迫ゼミ

高原 理衣
（写真：右）
人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立瑞穂農芸高等学校出身、
迫ゼミ、高千穂祭実行委員会

倉本 優佳

（写真：中央）
人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都私立八王子学園八王子高等学校出身
迫ゼミ、ゼミナール連合本部

高山 真一

（写真：左から2番目）
人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都私立八王子実践高等学校出身
迫ゼミ、学術文化団体連合会本部、漫画研究会

澁井 翔太

（平成 29年 4月 18日時点の進行状況）

アリーナ棟建設レポート

卒入学式を新棟で行い、新学期
に向け新駐輪場を広場と共に
整備、またブックセンターがリ
ニューアルされました。旧体育
館他の解体が終り、競技室，メ
インエントランス一階部が立上
り、屋根の鉄骨を組み始めます。

こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
広
報
課
学
生
ス

タ
ッ
フ
の
も
も
ち
ゃ
ん
が
原
稿
作
成
・

ス
ズ
さ
ん
が
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た

クラブ・サークルの結果速報 （2月から5月まで）



御挨拶

〈総会開催概要〉

⑶
宇
都
宮
会
場

●
開
催
日
時　

9
月
17
日
（
土
）　

10
時
30
分
〜
17
時
45
分

●
会　

場 

　

宇
都
宮
市　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

●
参
加
者 

　

保
護
者　

11
名
（
16
名
）在
籍
者
数
22
名

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
6
名

父
母
の
会　

礒
部
会
長
（
埼
玉
県
支
部
長
）

●
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．講
演
「
税
理
士
、会
計
士
を
志
す
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

「
税
理
士
か
ら
見
た
企
業
の
動
向
」

５
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

６
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑷
東
京
会
場
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
山

梨
県
、
福
島
県
、
群
馬
県
、
茨
城
県
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
、
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
開
催
）

●
開
催
日
時　

9
月
25
日
（
日
）　

10
時
30
分
〜
17
時
30
分

●
会　

場　
　

高
千
穂
大
学

●
参
加
者 

　

保
護
者

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

東
京
都
支
部　
　
　
　

134
名
（
137
名
）　

在
籍
者
数　

935
名

神
奈
川
県
支
部　
　
　

54
名
（
55
名
）　

在
籍
者
数　

294
名

千
葉
県
支
部　
　
　
　

11
名
（
7
名
）　

在
籍
者
数　

68
名

埼
玉
県
支
部　
　
　
　

21
名
（
19
名
）　

在
籍
者
数　

149
名

福
島
県
支
部　
　
　
　

1
名
（
3
名
）　

在
籍
者
数　

21
名

群
馬
県
支
部　
　
　
　

4
名
（
6
名
）　

在
籍
者
数　

24
名

茨
城
県
支
部　
　
　
　

4
名
（
6
名
）　

在
籍
者
数　

29
名

山
梨
県
支
部　
　
　
　

5
名
（
0
名
）　

在
籍
者
数　

20
名

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク　

7
名
（
15
名
）　

在
籍
者
数　

30
名

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク　
　
　

7
名
（
7
名
）　

在
籍
者
数　

25
名

中
部
ブ
ロ
ッ
ク　
　
　

4
名
（
5
名
）　

在
籍
者
数　

13
名

近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク　

1
名
（
7
名
）　

在
籍
者
数　

19
名

九
州
ブ
ロ
ッ
ク　
　
　

3
名
（
3
名
）　

在
籍
者
数　

14
名

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、笹
金
学
長
、他
12
名

〈
平
成
28
年
度
事
業
報
告
〉

 

１
．父
母
懇
談
会
の
開
催
報
告 　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

　

父
母
の
参
加
者
は
2
8
8
名
（
昨
年
3
0
8
名
）で

参
加
率
は
17
％
。
開
催
ハ
ガ
キ
の
回
答
率
は
47
％
。
会
員

1
7
4
5
名
に
対
し
開
催
案
内
を
往
復
は
が
き
に
て
7
月

下
旬
に
発
送
。
9
月
3
日
（
土
）新
潟
会
場
を
皮
切
り
に
全
16

支
部
が
4
会
場
で
開
催
し
た
。

⑴
新
潟
会
場

●
開
催
日
時　

9
月
3
日
（
土
）　

11
時
〜
17
時
30
分

●
会　

場　
　

新
潟
市　

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

●
参
加
者　
　

保
護
者　

12
名
（
10
名
）在
籍
者
数
41
名

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
6
名

父
母
の
会　
　

善
如
寺
副
会
長
（
群
馬
県
支
部
長
）、

　
　
　
　
　
　

松
崎
事
務
局
長

●
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

５
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑵
静
岡
会
場

●
開
催
日
時 　

9
月
10
日
（
土
）　

11
時
20
分
〜
18
時

●
会　

場　
　

静
岡
市　

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋

●
参
加
者　
　

保
護
者　

12
名
（
14
名
）在
籍
者
数
41
名

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

嘉
瀬
教
授
、他
6
名

父
母
の
会　
　

富
田
副
会
長
（
栃
木
県
支
部
長
）

●
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会 

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

５
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

父
母
の
会　
　

礒
部
会
長
、松
﨑
父
母
の
会
事
務
局
長

●
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．就
職
活
動
体
験
報
告
会 

４
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

５
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

６
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

 

２
．家
庭
と
の
連
絡
強
化 　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 　

⑴
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
』の
発
送
（
年
4
回
）

　

平
成
28
年
5
月
、7
月
、10
月
、平
成
29
年
1
月　

発
送

う
ち
5
月
、
1
月
発
行
号
に
は
父
母
の
会
行
事
特
集
「
黎
明
」

を
掲
載

 

３
．奨
学
金
に
関
す
る
こ
と 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

　

高
千
穂
奨
学
生
、
学
業
成
績
上
位
者
（
小
池
厚
之
助
賞
68

名
）に
総
額
170
万
円
を
給
付
し
た
。

 

４
．教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力　
　
　
　　

　

学
生
が
共
用
す
る
情
報
機
器
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）の
整

備
費
用
の
一
部
と
し
て
100
万
円
、
防
災
備
蓄
品
整
備
費
用
の

一
部
と
し
て
50
万
円
を
助
成
し
た
。

　 

５
．学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力 　

  　

⑴
大
学
の
強
化
ク
ラ
ブ
で
あ
る
野
球
部
・
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
、
各
５
万
円
を
支
援
し
た
。
ま
た
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
連
合
本
部
と
学
友
会
に
各
５
万
円
を
支
援
し
た
。

⑵
10
月
に
開
催
さ
れ
た
大
学
祭
に
よ
り
多
く
の
学
生
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
模
擬
店
で
使
用
で
き
る
金
券

一
人
当
た
り
500
円
を
配
布
し
た
。
一
人
1
日
1
回
。
土
日

1
回
ず
つ
合
計
2
回
配
布
し
た
。
利
用
者
は
576
名
（
前
年

度
758
名
）、26
万
6
千
100
円
で
あ
っ
た
。

 

６
．会
議
の
開
催 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

　

円
滑
な
活
動
を
行
う
た
め
に
、「
役
員
総
会
」・「
役
員
会
」・

「
常
任
委
員
会
」・「
支
部
役
員
会
」・「
合
同
研
修
会
」等
を
開
催
。

　

⑴
役
員
総
会

●
開
催
日
時　

平
成
28
年
4
月
4
日
（
月
）

●
場　

所　
　

高
千
穂
大
学

●
出
席
者　
　

礒
部
会
長
他
16
支
部
長

　

議
長
に
礒
部
会
長
を
選
出
し
、以
下
の
議
題
を
審
議
し
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。

　

ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
「
57
号
」に
取
り
上
げ
会
員
全
員
に

5
月
に
発
送
し
報
告
し
た
。

議
題
【
審
議
事
項
】

１
．平
成
27
年
度
事
業
報
告
と
決
算
の
承
認

２
．平
成
27
年
度
監
査
報
告

３
．平
成
28
年
度
事
業
計
画
の
承
認

４
．平
成
28
年
度
予
算
の
承
認

５
．平
成
28
年
度
役
員
の
承
認

⑵
役
員
会

第
１
回
役
員
会　
（
合
同
研
修
会
と
同
時
開
催
）                    

●
開
催
日
時　

平
成
28
年
10
月
22
日
（
土
）

●
場　

所　
　

高
千
穂
大
学

●
出
席
者　
　

新
・
旧
役
員　

36
名　

議
題　
【
審
議
事
項
】

⑴
平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
予
算
収
支
の
中
間
報
告

⑵
次
期
役
員
体
制
に
つ
い
て

⑶
そ
の
他

第
２
回
役
員
会    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               

●
開
催
日
時　

平
成
29
年
2
月
25
日
（
土
）

●
場　

所　
　

高
千
穂
大
学

●
出
席
者　
　

役
員　

18
名

議
題
【
審
議
事
項
】

⑴
平
成
29
年
度
「
役
員
総
会
」議
題
に
つ
い
て

　

議
題
１
．平
成
28
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

　

議
題
２
．平
成
29
年
度
事
業
計
画（
案
）と
予
算（
案
）の
承
認

　

議
題
３
．平
成
29
年
度
新
役
員
案
の
承
認

⑵
平
成
29
年
度 

父
母
の
会
行
事
予
定
（
案
）に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
年
間
行
事
予
定
表

・
平
成
29
年
度
支
部
活
動
計
画
一
覧
（
案
）

・「
春
の
父
母
懇
談
会
」に
つ
い
て
（
案
）

平成 29年度高千穂大学の父母の会は
616名の新会員をお迎えしてスタート致しました。
父母の会会長・理事長・学長・同窓会会長より

父母の会会員の皆様へメッセージをいただきました。  

平
成
29
年
度

「
役
員
総
会
」
報
告

１
．平
成
28
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

2
．平
成
28
年
度
監
査
報
告

3
．平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）の
承
認

4
．平
成
29
年
度
予
算
（
案
）の
承
認

5
．平
成
29
年
度
役
員
（
案
）の
承
認

6
．そ
の
他

議
題

同
窓
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
、
母

校
高
千
穂
大
学
の
隆
盛
の
た
め
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

同
総
会
は
、本
年
4
月
に
創
立
50
周
年

を
迎
え
５
月
に
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
員
は
約
3
万
5
千
人
お
り
、
全
国
各
地

で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
を
し
て
い
ま

す
。全
国
に
30
支
部
が
組
織
さ
れ
、総
会・

懇
親
会
を
例
年
開
催
し
て
お
り
卒
業
生
の

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
会
合
が
開
催
さ

れ
る
と
き
に
は
、
各
県
の
支
部
会
長
よ
り

父
母
の
会
の
支
部
長
宛
に
ご
案
内
を
差
し

上
げ
ま
す
の
で
、是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

一
方
、
在
学
生
へ
は
、
父
母
の
会
と
同

様
に
、毎
年「
体
育
祭
」「
高
千
穂
祭
」等
へ

支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
・
父
母
の
会
が
学

園
と
共
に
連
携
を
深
め
、
学
生
が
社
会
人

に
向
け
て
大
き
く
成
長
す
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

新
入
生
の
ご
父
母
の
皆
様
、お
子
様
の

ご
入
学
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

父
母
の
会
の
主
た
る
目
的
は
、父
母
の

皆
様
と
大
学
と
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
生
の
大
学
生
活
を
支
援
し
、
順
調

な
成
長
を
促
し
、
一
人
前
の
社
会
人
と
し

て
送
り
出
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、

主
役
は
学
生
で
す
か
ら
、
私
た
ち
の
役
割

は
あ
く
ま
で
も
支
援
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
同
じ
よ
う
な

心
配
事
を
抱
え
る
皆
様
同
士
が
交
流
し
、

情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
皆
様
自
身

の
「
安
心
感
」が
得
ら
れ
る
と
い
う
効
用

も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

皆
様
が
「
父
母
の
会
」と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
大
い
に
活
用
し
、
ご
家
族
に

と
っ
て
充
実
し
た
4
年
間
と
な
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
大
学
・
大
学
院
に
御
入
学

さ
れ
た
学
部
生
・
大
学
院
生
の
御
父
母
の

皆
様
、
御
子
息
・
御
息
女
の
御
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
36
年
（
1
9
0
3
年
）、
川
田
鐡

彌
先
生
に
よ
り
開
学
さ
れ
ま
し
た
本
学
園

は
、
我
が
国
私
学
の
伝
統
校
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
は
既
に
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
も

の
と
御
推
察
致
し
ま
す
。

お
子
様
方
が
、こ
の
伝
統
校
に
て
充
実

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
を
お
過
ご
し

に
な
ら
れ
、
立
派
に
御
成
長
な
さ
れ
ま
す

よ
う
御
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
御

在
籍
さ
れ
て
お
り
ま
す
学
生
の
御
父
母

の
皆
様
と
共
に
、
新
入
学
生
の
御
父
母
の

皆
様
と
連
携
し
つ
つ
、
学
園
関
係
者
一
同
、

学
生
達
の
成
長
に
向
け
、
共
に
ご
協
力
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
に
続
き
高
千
穂
大
学
父
母
の
会

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
礒
部
と
申
し
ま
す
。

父
母
の
会
は
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
と

し
て
私
た
ち
保
護
者
一
人
ひ
と
り
に
学
校

の
教
職
員
の
方
々
が
親
身
に
接
し
て
く
だ

さ
り
、
ま
た
保
護
者
同
士
が
気
兼
ね
な
く

相
談
で
き
る
場
で
あ
り
、
問
題
や
悩
み
を

解
決
に
導
い
て
く
れ
る
組
織
で
す
。
私
は

三
年
間
父
母
の
会
に
携
わ
り
、
多
く
の
保

護
者
の
方
か
ら
父
母
の
会
へ
感
謝
の
お
気

持
ち
を
伺
い
、
益
々
そ
の
意
義
と
重
要
性

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
一
人
で
も
多
く
の
保
護
者
の
皆

様
に
父
母
の
会
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

高千穂学園同窓会 会長

井上　修

学長

笹金 光徳

理事長

藤井　耐

父母の会 会長

礒部　実

本
年
50
周
年
を
迎
え
た

同
窓
会

主
役
た
る
学
生
の
支
援

御
挨
拶

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

父
母
の
会

高 千 穂 大 学

父母の会

45号

明黎

黎明

01
黎明

02

平
成
29
年
4
月
4
日
（
火
）13
時
〜

父
母
の
会
会
長
、各
支
部
長
15
名

議
長
　
礒
部
実
父
母
の
会
会
長

上
程
さ
れ
た
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

平成29年度 45号父母の会  黎明 



●
内　

容

１
．講
演
会
「
現
在
の
就
職
環
境
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〜
就
職

活
動
に
お
け
る
保
護
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
〜
」

講
師
：
㈱
マ
イ
ナ
ビ 

就
職
情
報
事
業
本
部 

今
井
翔
太
氏

２
．就
職
委
員
会
よ
り　

高
千
穂
大
学
の
就
職
支
援
体
制
に

つ
い
て　

西
山
就
職
委
員
長

３
．昼
食

４
．個
別
相
談
会

　

2
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。

参
加
者
は
94
名
で
あ
っ
た
。

●
開
催
日
時　

平
成
29
年
2
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

13
時
20
分
〜
16
時
30
分

●
会　

場　
　

高
千
穂
大
学

●
大
学
側　
　

6
名

●
内
容

１
．講
演
会
「
現
在
の
就
職
環
境
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〜
就
職

活
動
に
お
け
る
保
護
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
〜
」

講
師
：
㈱
マ
イ
ナ
ビ 

東
京
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
1
課 

三
村
扶
美
子
氏

２
．就
職
委
員
会
よ
り　

高
千
穂
大
学
の
就
職
支
援
体
制
に

つ
い
て　

西
山
就
職
委
員
長

3
．個
別
相
談
会

⑷
3
月
20
日
（
月
）

　
「
4
年
生
父
母
の
会
会
員
の
卒
会
式
」を
開
催

　

参
加
者
は
約
160
名
、理
事
長
・
学
長
が
出
席
。

　

今
年
度
卒
業
生
会
員
の
支
部
長
10
名
に
記
念
品
と
感
謝
状

を
贈
呈
し
た
。

⑸
3
月
20
日
（
月
）

　

卒
業
生
（
398
名
）に
記
念
品
「
ふ
く
さ
」を
配
布
し
た

⑹
役
員
の
大
学
・
学
園
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
状
況

・
4
月
4
日
（
月
）　

入
学
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

・
5
月
28
日
（
土
）　

体
育
祭
へ
父
母
の
会
神
奈
川
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　

副
支
部
長
他
1
名
出
席

・
3
月
20
日
（
月
）　

卒
業
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

⑵
平
成
28
年
度
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
振
り
返
り
、

　

次
年
度
に
向
け
て

⑶
平
成
28
年
度
父
母
懇
談
会
振
り
返
り
、次
年
度
に
向
け
て

⑷
平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て

⑸
平
成
29
年
度
役
員
体
制
・
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て

⑹
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

⑺
そ
の
他

⑷
支
部
役
員
会

●
開
催
日
・
開
催
都
市
・
会
場　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
人
数

⑴
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

8
月
9
日
（
仙
台
市
） 

5
名
参
加

⑵
栃
木
県
支
部

5
月
15
日
（
宇
都
宮
市
）  

6
名
参
加

5
月
22
日
（
新
入
生
父
母
歓
迎
会
） 

 

10
名
参
加

7
月
31
日
（
宇
都
宮
市
） 

6
名
参
加

12
月
4
日
（
宇
都
宮
市
） 

8
名
参
加

2
月
5
日
（
新
年
会
） 

7
名
参
加

⑶
茨
城
県
支
部

7
月
24
日
（
守
谷
市
） 

 

3
名
参
加

2
月
26
日
（
守
谷
市
） 

3
名
参
加

⑷
群
馬
県
支
部

5
月
14
日
（
新
入
生
父
母
歓
迎
会
） 

8
名
参
加

7
月
31
日
（
父
母
交
流
会
） 

9
名
参
加

11
月
27
日
（
前
橋
市
） 

10
名
参
加

2
月
5
日
（
支
部
新
年
会
） 

7
名
参
加

⑸
埼
玉
県
支
部

6
月
18
日
（
高
千
穂
大
学
） 

12
名
参
加

8
月
28
日
（
さ
い
た
ま
市
） 

12
名
参
加

1
月
21
日
（
さ
い
た
ま
市
） 
16
名
参
加

⑹
東
京
都
支
部

5
月
21
日
（
杉
並
区
・
高
千
穂
大
学
） 
16
名
参
加

8
月
27
日
（
杉
並
区
・
高
千
穂
大
学
） 

13
名
参
加

12
月
17
日
（
杉
並
区
・
高
千
穂
大
学
） 

17
名
参
加

2
月
25
日
（
杉
並
区
・
高
千
穂
大
学
） 

16
名
参
加

⑺
千
葉
県
支
部

5
月
21
日
（
習
志
野
市
） 

6
名
参
加

11
月
19
日
（
習
志
野
市
） 

8
名
参
加

⑻
神
奈
川
県
支
部

5
月
7
日
（
横
浜
市
） 

14
名
参
加

7
月
9
日
（
郷
土
め
ぐ
り
） 

15
名
参
加

11
月
12
日
（
横
浜
市
） 

19
名
参
加

2
月
18
日
（
横
浜
市
） 

20
名
参
加

⑼
新
潟
県
支
部

6
月
26
日
（
新
潟
市
） 

8
名
参
加

●
大
学
側　
　

藤
井
理
事
長
、他
4
名

●
内　

容

１
．理
事
長
よ
り
大
学
の
近
況
報
告

２
．学
生
食
堂
体
験
（
昼
食
）

３
．教
務
委
員
会
よ
り
4
年
間
の
学
び

４
．個
別
相
談
会

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

①
神
奈
川
県
支
部　

参
加
者
28
名
（
19
名
）

　

1
年
生
25
名
（
14
名
）、役
員 

3
名
（
5
名
）

②
千
葉
県
支
部　
　

参
加
者
6
名
（
7
名
）

　

1
年
生 

5
名
（
6
名
）、役
員 

1
名
（
1
名
）

③
静
岡
県
支
部　
　

参
加
者
7
名
（
5
名
）

　

1
年
生 

6
名
（
3
名
）、役
員 

1
名
（ 

2
名
）

④
群
馬
県
支
部　
　

参
加
者
4
名
（
5
名
）

　

1
年
生 

1
名
（
2
名
）、役
員 

3
名
（ 

3
名
）

⑤
東
京
都
支
部　
　

参
加
者
80
名
（
75
名
）

1
年
生
69
名
（
58
名
）、役
員
11
名
（
17
名
）

⑥
埼
玉
県
支
部　
　

参
加
者
16
名
（
13
名
）

　

1
年
生 

4
名
（
6
名
）、役
員
12
名
（
７
名
）

⑧
新
潟
県
支
部　
　

参
加
者
2
名
（
5
名
）

　

1
年
生
1
名
（
4
名
）、役
員
1
名
（
1
名
）

⑨
福
島
県
支
部　
　

参
加
者
4
名
（
2
名
）

　

1
年
生
3
名
（
2
名
）、役
員
1
名
（
0
名
）

⑩
茨
城
県
支
部　
　

参
加
者
1
名
（
3
名
）

　

1
年
生
0
名
（
2
名
）、役
員
1
名
（
1
名
）

⑪
山
梨
県
支
部　
　

参
加
者
2
名
（
0
名
）

　

1
年
生
1
名
（
0
名
）、役
員
1
名
（
0
名
）　

⑫
栃
木
県
支
部　
　

参
加
者
1
名
（
3
名
）

　

1
年
生
0
名
（
2
名
）、役
員
1
名
（
1
名
）　

⑬
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク　

参
加
者
3
名
（
0
名
）　

　

1
年
生
2
名
（
0
名
）、役
員
1
名
（
0
名
）

⑭
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク　

参
加
者
3
名
（
3
名
）

　

１
年
生
1
名
（
２
名
）、役
員
2
名
（
１
名
） 

⑮
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク　

参
加
者
2
名
（
5
名
）

　

１
年
生
0
名
（
４
名
）、役
員
2
名
（
１
名
）

⑯
九
州
ブ
ロ
ッ
ク　

参
加
者
１
名
（
１
名
） 

　

1
年
生
0
名
（
0
名
）、役
員
1
名
（
１
名
）

⑶
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

3
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。

参
加
者
は
76
名
で
あ
っ
た
。　

●
開
催
日
時　

平
成
28
年
4
月
30
日
（
土
）10
時
40
分
〜
15
時

●
会　

場　
　

高
千
穂
大
学

●
大
学
側　
　

6
名

・「
秋
の
父
母
懇
談
会
」の
日
程
案
と
内
容
に
つ
い
て
（
案
）

・
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て

・
郷
土
企
画
実
施
予
定
（
案
）

・
合
同
研
修
会
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⑴
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

【
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
】

１
．3
月
20
日
「
卒
業
式
」「
父
母
の
会
4
年
生
卒
会
式
」

「
新
入
生
父
母
交
流
会
リ
ハ
ー
サ
ル
」

①
「
卒
業
式
」・「
同
窓
会
入
会
歓
迎
会
」へ
の
出
席
に
つ
い
て

②
「
父
母
の
会
4
年
生
会
員
の
卒
会
式
」の
実
施
と
役
割
分
担

③ 

旧
役
員
の
表
彰
に
つ
い
て

２
．4
月
4
日
「
新
入
生
父
母
説
明
会
」（
体
育
館
）・

「
役
員
総
会
」「
昼
食
会
」

内
容
、タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、役
割
分
担
、支
部
紹
介
資
料

3
．そ
の
他

・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
掲
載
用
、
支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

つ
い
て

⑶
常
任
委
員
会

 

第
１
回
常
任
委
員
会                                         

●
開
催
日
時　

平
成
28
年
6
月
18
日
（
土
）

●
出
席
者　
　

礒
部
会
長
・
河
合
副
会
長
・
善
如
寺
副
会
長
・

　
　
　
　
　
　

富
田
副
会
長
・
深
澤
副
会
長
・
松
﨑
事
務
局
長

●
場　

所　
　

高
千
穂
大
学　

4
号
館
２
階　

会
議
室

議
題

1
）役
員
総
会
の
議
事
録
の
確
認　

2
）【
審
議
事
項
】

⑴
小
池
厚
之
助
賞
表
彰
式
出
席
者
に
つ
い
て

⑵
平
成
28
年
度
「
父
母
懇
談
会
」開
催
に
向
け
て

⑶
平
成
28
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

⑷
学
友
会
諸
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

3
）報
告
事
項

⑴
5
月
28
日
体
育
祭　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
配
布

⑵
郷
土
企
画
実
施
状
況

⑶
そ
の
他

 

第
２
回
常
任
委
員
会                                         

●
開
催
日
時　

平
成
28
年
10
月
22
日
（
土
）　

●
出
席
者　
　

礒
部
会
長
・
尾
崎
副
会
長
・
河
合
副
会
長
・

　
　
　
　
　
　

富
田
副
会
長
・
善
如
寺
副
会
長
・

　
　
　
　
　
　

深
澤
副
会
長
・
松
崎
事
務
局
長

●
場　

所　
　

高
千
穂
大
学　

４
号
館
2
階　

B
会
議
室

議
題
【
審
議
事
項
】

⑴
平
成
28
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

7
月
25
日
（
納
涼
会
・
長
岡
市
） 

8
名
参
加

12
月
17
日
（
新
潟
市
） 

12
名
参
加

⑽
静
岡
県
支
部

8
月
6
日
（
静
岡
市
） 

4
名
参
加

⑾
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

7
月
14
日
（
名
古
屋
市
） 

2
名
参
加

11
月
20
日
（
名
古
屋
市
） 

2
名
参
加

⑸
合
同
研
修
会

●
開
催
日
時　

平
成
28
年
10
月
22
日
（
土
）

●
出
席
者

父
母
の
会

礒
部
会
長
、
相
澤
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
木
谷

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部
長
、
真
嶋
新
潟
県
支
部

長
、竹
内
新
潟
県
新
支
部
長
、長
瀬
新
潟
県
副
支
部
長
、髙

橋
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
佐
土
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部

長
、
高
田
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
副
支
部
長
、
齋
藤
福
島
県

支
部
長
、
大
河
原
福
島
県
新
支
部
長
、
大
河
原
福
島
県
支

部
会
員
、
風
見
茨
城
県
支
部
長
、
渡
邊
茨
城
県
新
支
部
長
、

富
田
栃
木
県
支
部
長
、
荒
井
栃
木
県
副
支
部
長
、
善
如
寺

群
馬
県
支
部
長
、
蓮
沼
群
馬
県
副
支
部
長
、
足
立
埼
玉
県

副
支
部
長
、
越
川
千
葉
県
支
部
長
、
中
村
千
葉
県
新
支
部

長
、野
崎
千
葉
県
副
支
部
長
、尾
崎
東
京
都
支
部
長
、河
合

神
奈
川
県
支
部
長
、
藤
田
神
奈
川
県
副
支
部
長
、
若
林
神

奈
川
県
副
支
部
長
、
船
橋
神
奈
川
県
副
支
部
長
、
飯
田
山

梨
県
支
部
長
、
渡
邊
山
梨
県
新
支
部
長
、
深
澤
静
岡
県
支

部
長
、
鈴
木
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
古
谷
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
新
支
部
長
、
古
谷
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
副
支
部
長
、
杉

本
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
小
川
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
支
部
長
、中
島
九
州
支
部
支
部
長

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、嘉
瀬
教
授
、他
1
名

●
会　

場　
　

高
千
穂
大
学

●
内　

容　

1
．各
支
部
自
己
紹
介
、活
動
紹
介

2
．平
成
28
年
度
父
母
懇
談
会
報
告

3
．父
母
の
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

仕
事
量
、手
順
の
確
認

4
．支
部
長
引
継
ぎ

 

７
．そ
の
他
事
業 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

⑴
郷
土
企
画

　

学
生
の
健
康
管
理
の
一
助
に
、
昼
食
時
に
食
堂
で
各
支
部

の
特
産
品
を
提
供
す
る
企
画
を
、
平
成
17
年
度
か
ら
行
っ
て

お
り
、学
生
の
評
価
は
大
変
好
評
で
あ
る
。
今
年
度
も
、16
支

部
す
べ
て
か
ら
郷
土
特
産
品
等
の
提
供
が
あ
り
、
４
月
か
ら

１
月
ま
で
に
実
施
し
た
。
実
施
支
部
の
役
員
が
大
学
に
出
向

き
直
接
学
生
た
ち
に
手
渡
し
い
た
だ
き
学
生
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

【
第
１
弾
】神
奈
川
県
支
部
／
開
催
日
時
：
4
月
21
日
（
木
）／

提
供
品
：
鳩
サ
ブ
レ
600
枚
／
支
部
応
援
者
3
名

【
第
2
弾
】近
畿
・
四
国
・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
／

5
月
6
日
（
金
）／
提
供
品
：
夏
み
か
ん
ゼ
リ
ー
500
個
／
支

部
応
援
者
2
名　
　
　
　
　
　

【
第
3
弾
】茨
城
県
支
部
／
開
催
日
時
：
5
月
19
日
（
木
）／

提
供
品
：
納
豆
と
サ
ラ
ダ
600
食
分
／
支
部
応
援
者
2
名

【
第
4
弾
】北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
：
5

月
27
日
（
金
）／
提
供
品
：
だ
だ
ち
ゃ
豆
太
郎
540
本
／
支
部

支
援
者
3
名

【
第
5
弾
】千
葉
県
支
部
／
開
催
日
時
：
6
月
1
日
（
水
）／

提
供
品
：
び
わ
ゼ
リ
ー
480
個

【
第
6
弾
】九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
：
6
月
17
日

（
金
）／
提
供
品
：
ヨ
ー
グ
ル
ッ
ペ
720
本
／
支
部
応
援
者
1
名

【
第
7
弾
】栃
木
県
支
部
／
開
催
日
時
：
6
月
30
日
（
木
）／

提
供
品
：
と
ち
お
と
め
ミ
ル
キ
ー
648
個
／
支
部
応
援
者
4
名

【
第
8
弾
】埼
玉
県
支
部
／
開
催
日
時
：
7
月
7
日
（
木
）／

提
供
品
：
な
ま
ず
せ
ん
べ
い
600
枚
／
支
部
応
援
者
4
名

【
第
９
弾
】北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
：
7
月
15
日

（
金
）／
提
供
品
：
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
／
支
部
応
援
者
2
名

【
第
10
弾
】山
梨
県
支
部
／
開
催
日
時
：
10
月
5
日
（
水
）／

提
供
品
：
ぶ
ど
う
50
k
g
／
支
部
応
援
者
3
名　
　

【
第
11
弾
】福
島
県
支
部
／
開
催
日
時
：
11
月
4
日
（
金
）／

提
供
品
：
カ
フ
ェ
オ
レ
600
本
／
支
部
応
援
者
2
名

【
第
12
弾
】群
馬
県
支
部
／
開
催
日
時
：
11
月
10
日
（
木
）

提
供
品
：
キ
ャ
ベ
ツ
サ
ラ
ダ
／
支
部
応
援
者
4
名

【
第
13
弾
】新
潟
県
支
部
／
開
催
日
時
：
11
月
25
日
（
金
）／

提
供
品
：
新
潟
米
こ
し
ひ
か
り
と
佃
煮
60
k
g

【
第
14
弾
】中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
：
12
月
1
日

（
木
）／
提
供
品
：
お
に
ぎ
り
せ
ん
べ
い
570
袋
／
支
部
応
援
者

2
名

【
第
15
弾
】静
岡
県
支
部
／
開
催
日
時
：
12
月
9
日
（
金
）／

提
供
品
：
こ
っ
こ
600
個
／
支
部
応
援
者
4
名

【
第
16
弾
】東
京
都
支
部
／
開
催
日
時
：
1
月
13
日
（
金
）／

提
供
品
：
焼
き
プ
リ
ン
600
個
／
支
部
応
援
者
6
名

⑵
春
の
父
母
懇
談
会　
　

 

　

支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
春
の
父
母
懇
談
会
を
新
入
生
の

保
護
者
を
対
象
と
し
て
実
施
。
参
加
者
は
160
名
（
昨
年
150
名
）

で
あ
っ
た
。

●
開
催
日
時　

平
成
28
年
6
月
18
日
（
土
）10
時
〜
15
時

●
会　

場　
　

高
千
穂
大
学

●収入の部

●支出の部

決
算
報
告

平成28年度  高千穂大学父母の会  決算報告 平成28年４月１日から平成29年3月31日まで

(単位：円）

(単位：円）

黎明

03
黎明

04

平成29年度 45号父母の会  黎明 

科目 28年度予算 28年度決算 増　減 摘　要

会費収入 17,500,000 17,180,000 320,000 会費10,000円　在学生を1750人と見込、実績1718人

雑収入 受取利息・懇親会費 100,000 5,547 94,453 受取利息等

前年度繰越金 17,941,121 17,941,121 0

収入の部合計 35,541,121 35,126,668 414,453

科目 28年度予算 28年度決算 増　減 摘　要

父母懇談会費 3,200,000 3,528,486 △ 328,486 春分487,321円、秋分3,041,165円

会報費 1,500,000 1,530,196 △ 30,196 「黎明」、「クオータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 3,800,000 3,602,010 197,990

奨学助成費 1,800,000 1,700,000 100,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・体育助成費 500,000 402,010 97,990 体育祭飲料補助費

役員会費 700,000 1,035,406 △ 335,406 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 6,000,000 5,835,268 164,732
支部活動助成費1,293,733円、郷土企画1,442,026円、
就職ガイダンス1,751,549円、新入生保護者説明会323,560円、
卒会式632,110円、卒業記念品392,290円

管理費 2,600,000 2,478,819 121,181 派遣・アルバイト代　1,851,588円、事務用品367,581円、
通信費等137,124円、義援金69,510円、その他53,016円

事業積立金 0 0 0

支出の部合計 17,800,000 18,010,185 △ 210,185

次年度繰越金 17,741,121 17,116,483 624,638

合　　　計 35,541,121 35,126,668 414,453



会長 礒部　実 （埼玉県 4年）

副会長 富田  百代 （栃木県 4年）
尾崎  浩之 （東京都 4年）
河合  秀治 （神奈川県　4年）
深澤  信人 （静岡県　4年）
中村  泰朗 （千葉県　3年）
嘉瀬  英昭 （大学指名）

幹事 木谷  宣子 （北海道・東北ブロック　3年）
竹内  俊一 （新潟県　4年）
佐土 真由美 （北陸ブロック　3年）

渡邊　保 （茨城県　4年）

神戸  晴代 （群馬県　3年）
渡邊　正 （山梨県　4年）
古谷  昭夫 （中部ブロック　3年）

監査 大河原 一修 （福島県　4年）
西山  徹二 （大学指名）

会計 中島  正一 （九州ブロック　2年）

事務局長・会計 松﨑　健 （大学指名）

●収入の部

●支出の部

予
算
書

新
役
員
紹
介

メ
ッ
セ
ー
ジ 事

業
計
画

支部長からのメッセージ

平成29年度  高千穂大学父母の会  新役員紹介

平成29年度  高千穂大学父母の会  事業計画

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
・
応
援

　

大
学
指
定
強
化
ク
ラ
ブ
（
硬
式
野
球
部
・
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）へ
の
支
援

・
体
育
祭
へ
の
支
援（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
提
供
）

・
大
学
祭
へ
の
支
援
（
模
擬
店
利
用
の
金
券
配
布
）

●
会
議
の
開
催

　

父
母
の
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
次
の

会
議
を
開
催
す
る

１
．役
員
総
会　

２
．役
員
会　

３
．本
部
役
員
・
支

部
役
員
合
同
研
修
会　

４
．支
部
会
、支
部
役
員
会

●
そ
の
他
の
事
業

１
．郷
土
企
画　

学
生
に
、
各
支
部
の
名
産
品
を

学
生
食
堂
で
提
供
す
る

２
．「
新
入
生
保
護
者
説
明
会
」の
開
催

4
月
4
日
入
学
式
当
日
に
、
新
入
生
出
席
保

護
者
を
対
象
に
実
施

３
．「
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」の

開
催  

新
入
生
保
護
者
を
対
象
に
6
月
に
実
施

４
．「
4
年
生
会
員
の
卒
会
式
」の
開
催

3
月
20
日
卒
業
式
当
日
に
、
卒
業
式
出
席
保

護
者
を
対
象
に
実
施

５
．卒
業
記
念
品
の
提
供

６
．高
千
穂
学
園
同
窓
会
と
の
協
力
関
係
の
推
進

父
母
の
会
支
部
は
父
母
懇
談
会
開
催
時
に

高
千
穂
学
園
同
窓
会
の
各
地
区
と
の
交
流

を
図
る

７
．Ｃ
Ｏ

２

削
減
及
び
3.11
被
災
地
支
援
へ
の
参
加

「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
付
メ
ー
ル
便
」の
活
用

８
．父
母
の
会
活
動
全
体
の
活
性
化
を
図
る
（
合

同
研
修
会
等
の
実
施
）

⑴
継
続
事
業

●
父
母
懇
談
会
の
開
催　
　
　
　
　

大
学
の
協
力
を
得
て
、
9
月
の
、土
、日
、祝
日

を
利
用
し
、
全
国
16
支
部
が
単
独
ま
た
は
合
同
で

開
催
す
る　

ブ
ロ
ッ
ク
支
部
の
父
母
懇
談
会
に
は
交
通
費

の
一
部
補
助
を
す
る

●
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催　
　
　
　
　

 

１
．保
護
者
向
け
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大
学
就

職
支
援
課
と
の
合
同
で
開
催
す
る

２
．2
年
生
保
護
者
向
け
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
す
る

●
家
庭
と
の
連
絡
の
強
化　
　
　
　
　

１
．大
学
広
報
誌
「
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
」を
会

員
向
け
に
年
4
回
発
送
す
る
。
う
ち
2
回
、
父

母
の
会
の
特
集
『
黎
明
』が
掲
載
さ
れ
る

２
．上
記
の
送
付
を
行
う
際
に
大
学
行
事
の
案
内

を
同
封
す
る

●
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

　

学
生
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
の
奨
学
金
の
充

実
に
対
す
る
協
力
（
小
池
厚
之
助
賞
へ
の
協
力
）

●
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

　

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
教
育
環
境

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
対
し
助
成
を
行
う
（
情
報

機
器
、防
災
用
品
）

●
学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力

　

学
友
会
傘
下
の
体
育
会
・
学
術
文
化
連
合
会
等

や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
本
部
、
高
千
穂
祭
実
行
委
員

会
（
主
催
す
る
行
事
等
）お
よ
び
体
育
祭
実
行
委

員
会
に
対
し
援
助
を
行
う

父
母
の
会
の
目
的
は
、大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、

相
互
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を
活
発
に
し
、

学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
大
学
を
後
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
年
度
は
、次
の
事
業
を
行
う
。

平成29年度の支部長のみなさまからご挨拶をいただきました。
何かお困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください。

平成29年度  高千穂大学父母の会  予算書 平成29年４月１日から平成30年3月31日まで

(単位：円）

(単位：円）

平成29年度 45号父母の会  黎明 

黎明

05
黎明

06

科目 28年度決算 29年度予算 増　減 摘　要

会費収入 17,180,000 19,000,000 △ 1,820,000 会費10,000円　在学生を1900人と見込む（留学生除く）

雑収入 受取利息 5,547 10,000 △ 4,453 受取利息等

前年度繰越金 17,941,121 17,116,483 824,638

収入の部合計 35,126,668 36,126,483 △ 999,815

科目 28年度決算 29年度予算 増　減 摘　要

父母懇談会費 3,528,486 3,500,000 28,486 春分500,000円、秋分3,000,000円

就職ガイダンス 1,751,549 1,000,000 751,549 2年生保護者向け

会報費 1,530,196 1,600,000 △ 69,804 「黎明」、「クオータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 3,602,010 3,800,000 △ 197,990

奨学助成費 1,700,000 1,800,000 △ 100,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・体育助成費 402,010 500,000 △ 97,990 体育祭飲料補助費

役員会費 1,035,406 900,000 135,406 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 4,083,719 4,000,000 83,719
支部活動助成費1,300,000円、
新入生オリエンテーション400,000円、郷土企画1,300,000円、
卒会式600,000円、卒業記念品400,000円

管理費 2,478,819 2,500,000 △ 21,181 派遣・アルバイト代　2,000,000円、事務用品200,000円、
通信費等200,000円、義援金100,000円、その他

事業積立金 0 0 0

支出の部合計 18,010,185 17,300,000 710,185

次年度繰越金 17,116,483 18,826,483 △ 1,710,000

合　　　計 35,106,587 35,126,483 △ 19,896

父
母
の
会
に
参
加
し
て
3
年
目
を
迎
え

こ
の
度
、北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
支
部
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

困
っ
た
時
は
、い
つ
で
も
手
を
差
し
伸
べ

ら
れ
る
様
、卒
業
し
社
会
に
旅
立
つ
日
ま
で

子
供
達
を
見
守
り
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

北陸ブロック支部
支部長

佐土  真由美

困
っ
た
時
こ
そ

頼
り
に
な
る
父
母
の
会
へ

こ
の
度
、茨
城
県
支
部
長
の
大
任
を
拝
し

ま
し
た
渡
邊
で
す
。

子
供
た
ち
が
よ
り
良
い
目
標
を
掲
げ
、達

成
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

茨城県支部
支部長

渡邊 保

子
供
た
ち
の
た
め
に

福
島
県
支
部
今
年
度
支
部
長
の
大
河
原

で
す
。

息
子
は
経
営
学
部
四
年
生
で
す
。こ
の
子

の
お
か
げ
で
小
中
高
と
色
々
な
父
兄
、先
生

方
な
ど
と
ふ
れ
あ
い
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。大
学
に
入
っ
て
も
同
じ
様
な
経
験

が
出
来
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
一
年
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福島県支部
支部長

大河原  一修

父
母
の
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

新
潟
県
出
身
の
学
生
さ
ん
達
は
、40
名
程

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

毎
年
、
新
潟
で
開
催
さ
れ
る
「
父
母
懇
談

会
」や
年
数
回
の
支
部
行
事
を
通
じ
て
、
親

同
士
の
情
報
交
換
や
先
生
方
と
の
交
流
を
密

に
し
て
子
供
達
の
大
学
生
活
を
一
緒
に
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新潟県支部
支部長

竹内 俊一

子
供
の
成
長
を
と
も
に

見
守
り
ま
し
ょ
う

息
子
が
入
学
し
て
早
三
年
、大
学
生
活
や

履
修
、単
位
の
事
な
ど
同
郷
の
父
母
の
会
の

先
輩
方
に
、た
く
さ
ん
情
報
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。子
育
て
の
最
後
に
伝
統
あ
る
高
千
穂

大
学
の
『
学
び
の
縁
』で
我
々
も
お
友
達
が

出
来
、更
に
先
生
方
と
共
に
子
供
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
父
母
会
活
動
が
、今
出
来
て
い
る
事

を
と
て
も
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。栃
木
県

の
皆
様
、ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

栃木県支部
支部長

富田 百代

安
心
し
て
下
さ
い
。

父
母
の
会
が
あ
り
ま
す
よ

寒
冷
地
な
ら
で
は
の
人
の
良
さ
温
か
さ

と
団
結
の
あ
る
支
部
で
す
。

子
供
の
初
都
会
と
学
生
生
活
に
戸
惑
い

乍
、
2
年
が
経
ち
ま
し
た
。
父
母
懇
談
会
で

は
、不
安
が
解
消
さ
れ
、又
、子
供
と
会
う
事

で
、
絆
を
深
め
て
貰
え
て
い
ま
す
。「
先
生

に
近
い
！
」素
晴
ら
し
い
高
千
穂
大
学
を
是

非
、実
感
し
て
下
さ
い
。

北海道・東北ブロック支部
支部長

木谷 宣子

「
先
生
に
近
い
！
」を

実
感
し
て
く
だ
さ
い



高
千
穂
大
学

父
母
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

高千穂大学 父母の会・事務局　
〒168-8508 東京都杉並区大宮2丁目19番1号

TEL  03-3313-0432       FAX 03-3313-0432　E-mail  fubokai@takachiho.ac.jp

父母の会に関するお問合せは、こちらまでお願いします。

メ
ッ
セ
ー
ジ

黎明

07
黎明

08

支部長からのメッセージ

「
習
得
単
位
は
こ
れ
で
大
丈
夫
？
」

「
い
ま
ど
き
の
就
活
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？
」

「
ゼ
ミ
発
表
見
に
行
き
た
い
け
ど
？
」

な
ん
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。そ
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
学
校
は
応
え
て
く
れ

ま
す
。父
母
の
会
を
是
非
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

埼玉県支部
支部長

礒部　実

頼
り
に
な
り
ま
す
。
父
母
の
会

山
梨
支
部
長
の
渡
邊
で
す
。

入
学
と
共
に
親
元
を
離
れ
、新
生
活
を
始

め
た
御
子
様
を
見
守
る
御
家
庭
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。

同
じ
大
学
に
通
う
保
護
者
同
士
楽
し
く

交
流
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

父
母
の
会
活
動
に
御
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

山梨県支部
支部長

渡邊  正

我
が
子
と
共
に

楽
し
い
四
年
間
を

昨
年
に
続
き
、東
京
都
支
部
長
を
任
さ
れ

ま
し
た
尾
崎
で
す
。
こ
の
1
年
、
支
部
長
と

い
う
立
場
で
、
多
く
の
方
と
出
会
い
、
色
々

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年

度
も
引
き
続
き
、
皆
様
と
協
力
し
、
子
供
た

ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東京都支部
支部長

尾崎 浩之

親
に
も
多
く
の
新
し
い
経
験
を

父
母
の
会
で
は
、
聞
き
た
い
・
知
り
た
い

に
応
え
、子
供
達
が
授
業
や
ゼ
ミ
や
学
生
生

活
を
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
実
り
あ
る
も
の
に

す
る
為
の
応
援
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
本
当
に
親
身
に
何
で
も
相
談
に

乗
っ
て
下
さ
る
素
晴
ら
し
い
先
生
方
と
も
父
母

懇
談
会
で
直
接
お
会
い
し
て
お
話
で
き
ま
す
。

い
つ
で
も
気
軽
に
遠
慮
な
く
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

中部ブロック支部
支部長

古谷 昭夫

保
護
者
全
員
が

父
母
の
会
会
員
で
す

色
々
な
情
報
交
換
が
で
き
、時
に
は
相
談

が
で
き
、自
分
の
想
い
や
考
え
を
再
確
認
で

き
る
と
こ
ろ
。大
学
と
共
に
楽
し
み
な
が
ら

子
供
の
応
援
が
出
来
る
と
こ
ろ
で
す
。私
た

ち
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

群馬県支部
支部長

神戸 晴代

子
供
に
も
親
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

神
奈
川
県
支
部
長
の
河
合
で
す
。や
ま
ゆ

り
会
と
称
し
て
、支
部
会（
懇
親
会
）や
神
奈

川
の
名
所
巡
り
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

父
母
相
互
の
親
睦
や
大
学
と
の
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。神奈川県支部

支部長

河合 秀治

ぜ
ひ
お
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い

千
葉
県
支
部
の
中
村
で
す
。私
た
ち
の
学

生
時
代
と
は
違
い
、現
代
は
大
学
に
入
学
し

て
も
就
職
ま
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。父
母
の

会
で
は
、学
生
達
の
単
位
の
履
修
か
ら
ゼ
ミ

や
就
活
の
こ
と
ま
で
、教
職
員
の
方
々
や
保

護
者
同
士
で
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。是
非
、

ご
参
加
下
さ
い
。

千葉県支部
支部長

中村 泰朗

細
か
な
情
報
共
有
が

さ
れ
て
い
ま
す

支
部
長
に
な
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
5
月
の
体
育
祭
、
11
月

の
ゼ
ミ
発
表
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
今
は
、

保
護
者
席
も
用
意
さ
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。お
子
さ
ん
が
登
場
す
る
行

事
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

静岡県支部
支部長

深澤 信人

学
生
の
行
事
に

参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う

今
年
度
よ
り
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
中
島
と
申
し
ま
す
。九

州
出
身
の
学
生
さ
ん
は
少
数
で
す
が
、皆
様

と
協
力
し
て
活
気
あ
ふ
れ
る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

九州ブロック支部
支部長

中島 正一

活
気
あ
る
活
動
を
目
指
し
て

平成29年度 45号父母の会  黎明 

「
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

開
催

父
母
の
会
主
催

日
時
：
29
年
6
月
17
日（
土
）

場
所
：
高
千
穂
大
学
1
号
館

四
年
間
の
学
び
に
つ
い
て
の
説
明
、学
内
見
学
ツ
ア
ー
、学
生
食
堂
で
の
昼
食
会
、

教
職
員
と
の
個
別
相
談
会
、会
員
同
士
の
交
流
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
子
様

の
出
欠
表
も
ご
用
意
し
ま
す
。
是
非
、ご
参
加
下
さ
い
。

2
年
間
在
籍
し
て
思
う
こ
と

　

○
子
供
に
と
っ
て
も
父
母
の
会

…
見
え
な
い
お
守
り　

　

○
親
に
と
っ
て
の
父
母
の
会

…
安
心
で
き
る
と
こ
ろ

●当日スケジュール

9時45分～ 受付　
10時00分～ 支部会…各支部に分かれて茶話会・支部長挨拶
11時00分～ 学内見学ツアー
11時45分～ 学食体験・昼食　
12時45分～ 大学の近況報告　
13時15分～ 4年間の学びについて…教務委員会より
14時15分～ 個別相談会　希望者のみ　　　　　　　
15時30分　 終了予定

※予定は変更となる場合があります。

日程 開催支部 開催都市 開催会場

9月2日（土） 新潟県 新潟市 東映ホテル
9月9日（土） 静岡県 静岡市 静岡グランドホテル中島屋
9月16日（土） 栃木県 宇都宮市 ホテルニューイタヤ

9月23日（土）

北海道・東北ブロック

杉並区 高千穂大学

北陸ブロック
福島県
茨城県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
山梨県

中部ブロック
近畿・中国・四国ブロック

九州ブロック

父
母
懇
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度

※予定が変更となる場合があります。7月下旬に案内ハガキをお送りします。

大
学
職
員
と
授
業
、成
績
、学
生
生
活
、将
来
の
こ
と
な
ど
、具
体
的
な
お
話
が
で
き
ま

す
。
お
子
様
の
出
欠
表
も
ご
用
意
し
ま
す
。
ま
た
先
輩
保
護
者
の
体
験
談
な
ど
同
郷
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
共
感
で
き
る
話
も
盛
り
沢
山
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。


